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易
爪
気

磆仮
興

に

は
第

一二
の
進

・も
:

行
事

の
面

で
は

.
夏
枯

れ
”

の

時
期

に
な

っ
た
。

そ
れ

で
も
、
二
十
六
日
、

福

田
首
相

を
迎
え
て
の
昼
食
会

の

ほ
か
、
十

九

日
、
欧
米
旅
行

か

ら
帰

っ
た

金
丸
防
衛
庁
長
官
昼

食
会
、

十

日
に
は
ベ
ト
ナ

ム
首

相
特
使

と
し
て
来
日
し
た

フ
ァ

ン

・
ヒ

エ
ソ
外
務
次
官

の
記
者

会
見

も

行

わ

れ
、

.
産
業
構

造
”
シ
リ

!
ズ
研

究

会

が

四

日
、
十
二

日
の
二
回
、
さ
き

の
国

速
軍

縮
総

会

に
出
席
し
た
外
務

七
月

に
は
い
っ
て
、
臨+
場
国
務
相

の
担

当

す

る
東
京
ラ
ウ
ン
ド
交
渉
が
よ
う
や
く

大

詰

め
を
迎
え
、
ボ

ン
の
首

脳
会
談
も
無

事

に
終
わ
っ
た
が
、

一
方

で
は
円
高
が
さ

ら

に
進

ん
で
、

つ

い

に
対
ド

ル
ニ

百

円

を

大

き

く
割

り
込

ん

で

し

ま

っ
た
。

し
か
し
、

国
内

政

治

も
休
戦
状

態

、

外

国

か
ら

の
お
客
も

減

っ
た

の
で
、

ク

ラ

ブ

ベ
ト
ナ
ム
外
務
次
官
会

見

に
百
余
名

好

タ
イ

ミ

ン
グ

の
首
相
昼
食

会

省
の
渡

辺
陽

一
国
連
局
軍
縮
諜
長

の
ブ
リ

ー
フ
ィ
ソ
グ
(
六

日
)
な
ど
が
行
わ
れ

た
。

十
口
の
フ
ァ
ソ

・
ヒ
エ
ソ

・
ベ

ト

ナ

ム

外
務
次
官
の
記
者
会
見
は
、
は
じ

め

て
迎

え
た
ベ
ト
ナ

ム
の
要
人
と
あ

っ
て
記
者
団

の
関
心
も
高

く
、
外
人
記
者
を
含

め
百
余

名
の
出
席
者

で
記
者
会
見
室
も
満

員
。

ヒ
エ
ソ
外
務
次
官

ば
口
も
と

に
微
笑

を

た
だ
よ
わ
せ
な
が

ら
も
、

一
語

一
語

慎
重

に
選
び
な
が

ら
発

言
、
対
米
国
交

正
常

化

に
つ
い
て
も

日
本

の

”
仲
介
”
の
努

力

に

満
足
の
意
を
示
し
、
さ
ら
に
対
中

国
、
対

カ
ソ
ボ
ジ

ア
問
題
な
ど
、
同
国

の
外
交
方

針

を
明
ら
か
に
し
た
。

二
十
六
日
の
福

田
首
相
の
昼
食

会

も
ボ

ン
会
談
を
終

え
た
直
後
で
も
あ
り
、

ク
ラ

ブ
宴
会
場
、
食

堂
を
連
結
し
た
会

場
も
満

員
、
食
事

の
申

し
込
み
に
も
れ
、
取
材
だ

け
に
入
場

し
た
記
者
を
含
め
百
九
十
名

の

盛
況
だ

っ
た
。

首
相

の
ス
ピ

ー
チ
は
、
主
と

し

て
ボ

ン

会
談
の
報
告
だ

っ
た
が
、
そ
の
後

、

フ
ロ

ア
ー
か
ら
の
質

問

に
答
え
て
、

次

の
よ
う

八
月

一
日
現
在
の
会

員
状

況

法

人

会

員

一
四
二
社

基

本

会

負

六

一
五
人

個

人

会

員

七

ニ
コ
.人

法
人

・
個
人
賛
助
会
員三

六
社

一
〇
五
人

特

別

賛

助

会
員

四
五
人

名

誉

会

員

七
人

計

一
七
八
社

一
、

四
九
五
人

雁1羣
8月10日 発 行

[

東
京
都
千
代

田
区
内
幸
町
ニ

ノ
ニ
ノ

一
…

ブ

レ
ス
セ

ン
タ
ー
ビ

ル
9
F

〒
㎜
.

社
団
法

人

日
本
記
者
ク
ラ
ブ

発

行

電

話

五
〇
三
ー
二
七

二

一
(代
)
一

に
発
言

、
注

目
さ
れ
た
〇

一
、

π
ボ

ン
会
議
は
終
わ

っ
て

い
な

い
闘

と
発
言

、
来
年

の

”
東
京

首

脳
会
談
”
ま

で
は
自

ら
政
権
を
担
当
す

る
意
向
を
暗

に

示
し
た

と
思
わ
れ
る
こ
と
〇

一
、
景
気
振

興
等
に
つ
い
て

「
減
税

は
困

難
」
と

し
な
が

ら
ウ投
資
減
税

・
公
共
投
資
ウ

以
外
に
“
第
三

の
道
”
を
考
え

て

い
る
こ
と

一
、
日
中
交
渉

に
関
連
し

て
中

ソ
条
約

に

は
ケ
ジ

メ
を

つ
け
る
こ
と
。

.
、
問
題
が

山
積
し
て

い
る
現
在
、
解
散

に
よ
る
政
治

空
白
を
避
け

ね
ば
な
ら
ず
、

早
期
解
散

は
考
え
な

い
こ
と

を
従
来
よ
り

も
明
確

に
言
明
し
た

こ
と
。

好
評

の

.
産
業
構
造
”

に
閣
冖す
る
シ
リ

ー
ズ
研

究
会

で
は
四
日
、
堺
冖屋
太

.
氏

の

労
働
事

情

か
ら
み
た
構
造
変

化
、
卜
二
口

に
は
野

村
総
研
企
業
調
査

部
室
長
占
山
浩

一
郎
氏

の

「
企
業
業
績
か
ら

み
た
変
化
」

に
つ
い
て
講
演
が
行
わ
れ
た
。

(1)
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イ

ン
タ
ビ

晶
ア
ー
の
仕
事
に
限

っ
て
言
え
ば

私
は
七

つ
道

具
な
ん
か
持
た
な
い
。
あ

り
ふ
れ

山

崎

英

祐

英
語
で
の
イ

ン
タ
ビ

ュ
ー
が
多

い
の
で
、
テ

ー
プ
レ

コ
ー
ダ

ー
は
欠
か
せ
な
い
。

ま
た
国
内

出
張

に
は
交
通
公
社
の
時
刻
友
を
持

ち
、
内
外

を
問
わ
ず
初

め
て
の
十
地
で
は
ま
ず
地
図
を
貿

う
o海

外
取
材

で

一
番
便
利
に
使

っ
て
い
る

の
が

回
転
式
時
間
換
筧
表
。
目
下
使
用
中

の
も
の
は

く
7年
、

ロ
サ

ン
ゼ

ル
ス
の
ホ
テ
ル

・
ニ
ュ
ー
オ

!
タ

ニ
で
も
ら

っ
た
。
サ
イ

マ
ル
社
長

の
村
松

増
美
氏

は
セ
イ

コ
ー
の
腕
時
計
を
す
す

め
て
く

れ
る
が
、

こ
の
ボ

ー
ル
紙
製
で
十
年

は
も

つ
。

、朝

目

ウ

{
ー

ク

リ

ー

編

集

琵

)

服
装

は
朝
出
掛
け
る
時
の
ま
ま

で

通

し

ま

す
。
何
時

で
も
、
ど
ん
な
環
境

で
で
も
書
く
た

め
、

カ
パ

ン
の
中
に
は

つ
ぎ

の
物

を
入
れ
て
お

り
ま
す

。
原
稿
用
紙
、

メ
モ
紙

(書
き
損
じ
の

原
稿
用
紙
な
ど
)
、
ノ
ー
ト
、
万
年
筆

(
四
、
五

本
)
、
議
員
手
帳
、
派
閥

一
覧
表

(
フ
ジ

テ

レ

ビ
作
)
、
用
字
用
語
必
携

(安
西
愛
子

さ

ん

か

ら
贈
ら
れ
た
)
、

コ
ン
サ
イ
ス
英
和
辞
典
、資
料

宮

崎

吉

政

中

村

徳

次

た

服

装

で

出

か

け

、

イ

ン
ト

ロ
の

会

話

も

電

車

内

の
隣

席

の
人

と

い
う
感

じ

で

は

じ

め

る

。

内

容

が

も

り

上

が

っ
た

と

こ
ろ

で

内

ポ

ケ

ッ
ト
か

ら

メ

モ
帳

を

と

り
出

し
ペ

ン
を

走

ら

せ

る

。

九

分

通

り

取

材

で
き

た

ら

・
エ
、
帳

を

し

ま

う

。

腕

時

計

を

の

ぞ

く

。
タ
バ

コ
に
火

を

つ

け

る

。
そ

れ

か

ら

の

3

～

4
分

が

ほ

ん
と

の

取

材

と

な

る
。

あ

、

失

礼

。

や

は
り

メ

モ
帳

、

時

計

、

タ
バ

コ
…

…

七

つ
道

具

は
あ

り
ま

し

た

。

b

会
愚

①

ま
あ
、
ま
ず
背
広
。
背

広
は
新
聞
記
者

の
制

服

で
あ
る
と
い
う

の
は
鈴
木
文
史
朗
氏
の

説
だ
が
、
今

の
と
こ
ろ
、
ジ
ー

ソ
ズ
あ
る
い
は

丸
首
姿

と

い
う

ス
タ
イ
ル
は
、

ま
だ
通
用
し
な

い
。
そ

の
点
、
背
広

は
カ
ク
テ

ル
パ
ー
テ
f
ー

に
も
、
火
事
場
に
も
と
び

こ
め
る
。

②

鉛
筆

(あ
る

い
は
ボ
ー

ル
ペ
ン
)
と
手

帳
。
肝

心
な
と
こ
ろ
は
あ
と
で
手
帳
に
メ
モ
す

る
。
原
稿

用
紙
の
メ
モ
は
散
逸
す

る
。
私
は
予

定
表

と

メ
モ
用
と
い

つ
も
二
冊

の
手
帳
を
胸
に

入
れ

て

い
る
。

③

写
真
機
、
と
く
に
ひ
と
り
旅

の
場
合
。

ク
ラ
ブ
の
10
年
史

へ
の
と
り
組
み
方

に

つ
い
て
、
山
田
委

員

か
ら
歴
代
総
務
部

長

を
中
心
に
、
あ
ま
り
大
げ
さ
な
も
の
に
せ

ず

、

,
10
年
の
歩

み
”
と

い
っ
た
形

で
ま

と

め
て
み
た
い
と
報
告

が
あ
り
、
了
承

さ

れ
た
。

布
施
、
高
野
両
委

員

か
ら
は
10
周
年

記

念
講
演
の
開
催

に

つ
い
て
、
ア
ク
テ
ィ

ン

昭

和

53

年

7
月

27
口

(
木

)

日

本

・記

者

ク

ラ
ブ

宴

A
耳
場

第
50
回
企
画
委
員
会

扇

谷

正

造

時
代
や
取
材
対
象

に
よ
っ
て
変
わ
る
記
者

の
七

つ
道
共
、
変

わ
ら

ぬ
七

つ
道
具
Q
今
回

は
記
者
の
七
つ
道
具
と

い
う

こ
と
て
ア
ン
ケ
ー
ト
を

お
願

い
し
ま
し
た
。

一二
十
年

に
及
ん
だ
新
聞
記
魂着
臨土
活
で
、
取
一材

に
携

わ

っ
た
の
は
初

め
の
数

年
だ
け
で
す
。
そ

の
こ
ろ
新
聞
紙
大
の
紙
を
ま

る
め

て
持

ち
歩

ぎ
、
取
材
相
手
の
机

に
ひ

ろ
げ

て
、
端

ッ
こ
に

小
さ
く

メ
モ
し
た
り
、
あ

る

い
は
耳
掻
き
を
胸

の
ポ

ケ

ッ
ト
に
入
れ

て
、
話

が

つ
ま
ら
な
く
な

る
と
、
メ
モ
を
や
め
て
耳

を
ほ
じ

っ
た
り
、
バ
カ

な
真
.似

を
し
ま
し
た
。
若
気

の
至
り
で
、
も
と

よ
り
お
す
す
め
す
る
わ
け

に
は
い
き
ま
せ
ん
。

一名
誉
会
h
、

古

谷

綱

正

ク
ラ
ブ
の
10
周
年

記

念

行
事

と

「
こ
れ

か

ら

の
日
本

の
産

業

構

造
」

の
出
版

に

つ

い
て
検
討
す

る
小
委

員

会

を
そ

れ
ぞ

れ

設

置

す

る
こ
と
を

決

め

た
。

10
尉
年
行
事
小

委

員

会
委

員

ー1
安

田
、

布

施

、
高
野
、

山

田

。

出
版
計

画
小

委

員

会

委

員

11
広

瀬

、

.平

田

、
林

、
池
浦

。

出

席

藤
村
委
員

長

。

石
丸
、
布

施
、

加

野

、
広
瀬
、

.平

田
、

高

野
、
梅

本
、

鈴

木

、
山

田
、
林

の
各

委

員
。

,

袋

(
そ

の
時

々

て
内

容

は

変

わ

る
)
、
ス
リ

ラ
ー

小

説

一
冊

、

旅

行

に
行

く

時

の

み

ト

ラ

ン
ジ

ス

タ

ー

ラ

ジ

オ

。

(
D
会
員
)

昭
和

53
年

6
月
23
日

(
金
)

日
本
記
者

ク
ラ
ブ
大
会
議
室

第
49
回
企
画
委
員
会

(2)
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新

聞

記

者

と

違

っ
て

、

ド

キ

ュ

ズ

ン

タ

リ

ー

番

組

の
デ

ィ

レ

ク

ヌ

ー

は

、
機
…械

の
量

に

い

っ

も

頭

が

い

た

い
。

カ

メ

ラ
、

録

音

機

、
ラ

イ

ト

、

フ

ィ

ル

ム
、

三

脚

そ

れ

に

ス
ペ

ア

ー

の

カ

{

ラ

:
…

・と

な

る

と

、

タ

ク

シ
ー

一
台

で

は

、

と

て

も

運

び

き

れ

な

い
。

取

材

フ

ィ

ル

ム

に

か

わ

っ
て
、

V

T

R

の
取

材

が

多

く

な

っ
た

が

、

そ

う

な

る

と

ま

た

機

械

が

増

え

る
。

海

外

取

材

の

場

合

な

ど
、

エ

キ

セ

ス
代

だ

け

で

百

万

近

く

に
な

る

こ

と

も

あ

る

。

テ

レ
ビ

デ

ィ

レ

ク

タ

ー

は

端

で
見

る

ほ

ど

カ

ッ

コ
の

い

い

も

の

で

は
な

い
。

荷

か

つ
ぎ

人

夫

と

し

て

の
体

力

と

腕

力

が

一
番

必

要

と

い

う

こ

と

に
な

る
。

エ

ン

ピ

ツ

一
本

で
仕

事

を

す

る

新

聞

記

者

が

う

ら

や

ま

し

い
。

(
名
誉
会
貞
)

池

松

俊

雄

決
定
的
瞬
間
は
、
結
局
は
ラ
ッ
キ
ー
な
遭
遇
と

い
う
こ
と
で
す

よ
。
そ

の
用
に
備
え
。

④

話
材
ー

イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
が
と
ぎ
れ
な

い

た
め
の
話

の
小
銭

で
あ
る
。
こ
れ
は

“
無
形

の

道
具
を
で
あ
る
。
そ

の
た
め
、
平
生
心
が
け

て

い
る
。

カ
セ
ヅ
ト
は
持

た
な
い
。
④
そ
れ
に
た
よ
る

こ
と
が
い
け
な

い
@

頭
や
心
に
残

っ
た
も

の
だ

け
が

ニ
ュ
ー
λ
な

の
で
あ
る
。
◎
相
手
が
警
戊

す
る
か
ら
。

β

会
員
)

特

集

班

M

君

。

上

下

揃

い

の

ス

ー

ツ
。

取

材

日

は

ネ

ク

タ

イ

(
こ
れ

が
社

風

)
だ

が

、

出

{桐
日

は

ス
ポ

ー

ツ

シ

ャ

ツ
。

手

に

は
①

小

製

パ

イ

ロ

新

田

三
千
典

社
会
部
記
者
と
し
て
、
常
駐
あ
る

い
は
移
動

特
派
員
と
し
て
、
ま
た

イ
γ
タ
ビ

亠
ア
ー
と
し

て
、
多
く
の
便
利
な
必
携
用
具
や
、
勉
強
し
て

お
く
べ
き
知
識
を
教
え

ら
れ
て
き
ま
し
た
が
、

何
よ
り
重
要
で
、
常

に
努
力
す
べ
き
必
携
武
器

は

「
澄
ん
だ
裸
の
目
」
だ
と
悟
り
ま
し
た
。
王

さ
ま
は
裸
だ
と
指
摘
し

た
、
あ
の
f
供

の
目
で

す
。

一D
会
員
)

中

沢

道

明

共

同

会

見

は

「
歌

劇

の
序

曲

」

だ

け

、

そ

ろ

っ
て
聞

く

よ

う

な

も

の
だ

が

、

サ

シ

の

易

合

は
、

ソ

ロ
で

ア

ド

リ

ブ

も

あ

る

。

断

っ
て

の

カ

セ

ッ

ト
が

武

器

だ

。

そ

の
出

始

め

の

こ

ろ

、

卩

ー

チ

ェ
全

米

鉄

鋼

協

会

長

に
イ

ア
タ

ビ

ュ
ー

し

た

と

き

、

不

馴

れ

な

手

で
、

ブ

レ
ー

の

ツ

マ
ミ

だ

け

押

し

た

も

の

だ

か

ら
、
流

れ

て
き

た

の
が

、

な

ん
と

端

唄

の

「
深

川

」
。

か
れ

は

手

を

た

た

い

て

豈
口
ん

だ

も

の

の

、

と

ん
だ

赤

恥

か

い

た

。

物

神

憾
ポ
拝

に
用

心

あ

'れ
、

だ

u

一
D
会
員
)

米

谷

健

一
郎

大

き

い

こ

と

は
必

ず

し

も

、

良

い

こ

と

で

は

な

い

の

で

す

が

、

私

の

カ
バ

ン

は
大

ぎ

い
。

中

に

は

英

字

紙

、

朝

日
新

聞

、

ア

ラ

ブ

一一
謁

ー

ズ

、

ジ

ャ

ン
グ

(
パ

キ

ス

タ

ン

の
新

聞

)

の

最

近

一
週

間

の
切

り

抜

き

と

ハ
サ

ミ
、

セ

卩
テ

ー

プ

、

ホ

ッ

チ

キ

ス
、

ミ

ニ
カ

セ

ヅ
ト

(
2
時

間

)
、

ミ

ニ
電

卓

。

暇

を

み

つ
け

て

は
ど

こ
で

も

せ

っ
せ

と
新

聞

の

切

り

抜

き

を

や

り
、

一一
ユ
ー

ス
時

間

に

は
手

元

に

ヵ

セ

ヅ

ト

・
レ

コ
ー

ダ

ー

を

常

に
陞

い

て

お

く

。

し

た

が

っ
て
電

池

も

欠

か

せ

ま

せ

ん
。

そ

の
他

に

当

然

で
す

が
、

ペ

ソ
を

2

～

3
本

と

エ

ア

ー

・
メ

ー

ル
用

紙

、

乎

幔

、

そ

し

て
忘

れ

て

は

い
け

な

い
和

英

辞

典

。

一
番

の

や

っ
か

い
も

の

は

ハ
サ

ミ

で

す

。

空

港

で

の

チ

ェ

ッ
ク

の

た
び

に

一

モ

メ

で

す

。

も

う

一

つ
大

事

な

も

の

を

忘

れ

て

い

ま

し

た

。

数

珠

で

す

。

こ
れ

を

忘

れ

て

は

仕

事

に
な

り

ま

せ

ん

!

(
二
・
ー
タ
イ
ム
ズ
)

ウ

マ

ー

ル

・
カ

ー

ン

ッ
ト

・
ケ
ー
ス
。
中

は
.②
革
製
筆

入
れ

に
3
B

鉛
筆

五
本
、
消
し
ゴ
ム
、
ペ
ン
テ

ル
ペ
ン
、
太

堂
丁
万
年
筆
 、

ラ
イ
ト
ペ

ン
各

一
本
③
取
材
用
大

学

ノ
ー
ト

一
冊
①
ベ

ラ
原
稿
…用
紙
約
百
枚
⑤
記

事
資
料

コ
ピ
ー
⑤
取
材
先
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
⑦

手
帳
⑧
電
話
手
帳
⑨
小
型
カ
セ

ッ
ト

コ
ー
ダ
ー

⑩
薄
型
計
算
機
⑳
本

二
冊
、

て
な
と
こ
ろ
だ
。

【
週

祠

テ

レ
ビ

ガ

イ

ド

槻
集

長

一

出
庸

小
林
委
員

長
。

の
各
委
員
。

下

田
、
家

城

、

泉

皿…
昭

和

53
年

7
月

14

日

(
金

)

.…
U
本

記

者

ク

ラ
.7
小

会

議

室

第
17
回
会
員
資
格
委
員
会

グ

・
プ

レ
ス
主
体

の

ク

ラ
ブ

に
ふ
さ

わ

し

い

ゲ

ス

ト
と
形
式

で
実

施

で
き

る
よ

う

目

下

作
案

中

と

の
報

告

が

あ

り
、
外

国

か

ら

著

名

な
ジ

ャ
ー

ナ
リ

ス

ト
を
招

く
案

と

政

党

党
首

の
討

論
会

開

催
案

が

紹

介

さ

れ

た
。次

回

の

「
こ
れ

か
ら

の
日
本

の
産

業

橢
…

造

」

に

つ
い
て
、

広

瀬
委

員

か
ら
、
貿

易

横
…造

の
問

題
を

テ

ー

マ
に
ゲ

ス
ト
を
交

渉

中

と

の
報

告
が

な

さ

れ

た
Q

ま
た
、

林
委
員

の
発

案

に
よ

り
、
外

務

省

ア
ジ

ア
局

の
西

山
健

彦

参
事
官

に

「
イ

ソ
ド

シ

ナ
半
島

の
現

状

」

に

っ
い
て
、

オ

フ

レ

コ
で
の
ブ

リ

ー

ア

ィ
ン
グ
を
依
頼

す

る

こ
と
を
決

め

た
。

出

席

藤

村
委

員

長
。

石
丸
、
布

施

、

広

瀬

、

田
久
保
、

高
野

、

今

冲
、
山

田
、

林

の
各

委
員

。

(3)
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日
本
経
済

は

一
九
六
〇
年

か
ら

一
九
七
三
年
の
あ

い
だ
、
非

常
な
高
度
成
長
を
遂
げ
た
わ
け

で
す
が
、

こ
の
高
度
成
長
を
可

能
に
し
た

の
は
第

一
に
は
技
術
革
新
で
あ
り
、
第
二
に
は
安
価

で
豊
富
な

エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給

で
は
な
い
か
、
と
思

い
ま
す
。
特

に

エ
ネ

ル
ギ
ー
の
供
給
面
で
は
、
石
炭
か
ら
石
油

へ
の

エ
ネ
ル

ギ
ー
源

の
転
換
が
行
わ
れ
た
、
と

い
う
こ
と
で
あ
り
、
し
か
も

こ
の
転
換
時
期

が
、
日
本
に
と

っ
て
は
最
も
有
利
な
も

の
で
あ

り
ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど
五
〇
年

の
末

か
ら
六
〇
年

代

に

か

け

て
、
中
東

・
ア
フ
リ
カ
で
大
油
田
が
発
見
さ
れ
、
石
油
に
関
し

て
は
現
在
よ
り
は
る
か
に
大
幅
な
供
給
過
剰
の
状
態

で
あ

っ
た

た
め
、

一
九
六
〇
年
代

以
降
、
石
油
価
格

は
低
下
す
る

一
方
で

あ

っ
た
の
で
す
。
こ
う
し
た
な
か
で
、
豊
富
で
か

つ
低
廉
な

エ

ネ

ル
ギ
ー
供
給
を
日
本
経
済
は
確
保

で
き
た
。

高
度
成
長
を
支
え
た
低

エ
ネ
ル
ギ

ー

最
初

に
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給

と
産
業
構
造
と
の
関

係

に

つ

い

て
、
私
な

り
の
考
え
方
を
申

し
述

べ
、
そ
れ
か
ら

エ
ネ

ル
ギ
ー

需
給
、
石
油
需
給
の
話
を
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

も

う
ひ
と

つ
、
日
本
経
済

の
相
贈
的
な
優
位
性

の

維

持

に

は
、

そ
の
脆
弱
な

エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
構
造
も
関
係
し
て

い
た

の

で
は
な

い
か
。
石
油

シ
3
ソ
ク
の
年

、

一
九
七
三
年

の

一
次

エ

ネ
ル
ギ
ー
供
給

に
占
め
る
石
油

の
割
合
は
七
七
%

に
も
高
ま

っ

て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
石
抽

へ
の
依
存
度
が
高

い
と

い
う

こ

と
は
、
豊
富

で
か
つ
低
廉
な

エ
ネ

ル
ギ
ー
を
大
量
に
使

用

で
き

た
、

と

い
う
優
位
な
地
位
を
示
し
て
い
た
わ
け
で
す
。

ち
な
み

に
ア

メ
リ
カ
は
四
四
%
、
西
独
が
四
九
%
、
英
国
に
至

っ
て
は

三
九
%

で
あ
り
ま
し
た
。

し

か
も
わ
が
国
の
場
合
、
石
油
需
要

の
九
九
%
以
上

を
輸
入

に
頼

っ
て
い
た
と
い
う

こ
と

で

す
。
石
油
シ
ョ
ヅ
ク
の
前
ま

で
、

た
と
え
ば
ア
メ
リ
カ
の
国
産
原

油
価
格
は
、
当
時

低
下

の

一
方

で
あ

っ
た
国
際
原
油
価
格
よ
り
も
高
か

っ
た
わ
け

で
す
。

そ
う

い
う
意
味
で
、
日
本

に
は
安

い
石
油
を
大
量
に
輸

入
す
る

こ
と

に
よ

っ
て
、
非
常
に
高
度

の
経
済
成
長
を
満
喫

で
き
た
、

と
い
う
特
異
な
背
景
が
あ

っ
た

の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。

と

こ
ろ
が
、
七
三
年

に
石
油

シ

ョ
ッ
ク
が
起
き
て
、
エ
ネ

ル
ギ

ー
は
高
価
挌
時
代
を
迎
え
ま
し
た
。
長
期
的
な
供
給
不
安

の
要

牛

島

俊

明

(
三
菱
石
油
社
艮
付
)

石
油
供
給

の
将
来

と
日
本

の
産
業
構
造

『
こ
れ

か
ら
の
H
本

の
産
業
構
造
』

(
切
)

シ
り
ー
ズ
企
画

今
後

エ
ネ

ル
ギ
ー
節
約
技
術

の
改
革

や
技
術
革
新

が
相
当
進

ま
ざ
る
を
得
な
く
な
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
そ
う

い
う

こ

と
か
ら
み
て
、
日
本
の
産
業
構
造
も
省

エ
ネ
ル
ギ
:

へ
、
あ
る

い
は

エ
ネ

ル
ギ
ー
の
効
串
的

使
用
に
よ
る
構
造
変
化

の
方
向

へ

進
ま
ざ
る
を
得
な
く
な

っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、

と
思
う
わ

け
で
す
。

こ
の
傾
向
を
長
期
で
分
析

し
ま
す
と
、
実
は
、
石
油

シ

ョ
ッ

ク
の
前
か
ら
省

エ
ネ

ル
ギ

!
型
産
業
構
造

へ
の
萠
芽
が

み
ら
れ

る
よ
う
で
す
。
た
と
え
ば
、

一
九
六
〇
年
か
ら
六
五
年
ま
で
の

G
N
P
の
.平
均
伸
び
率
は
九

・
七
%
、

こ
の
間
の

一
次

エ
ネ

ル

ギ
ー
の
供
給
の
伸
び
が

一
二
%
、
し
た
が

っ
て

エ
ネ

ル
ギ
ー
需

要

の
G
N
P
に
対
す
る
弾
性
値

が

一
・
二
三
で
あ

っ
た
。
す
な

わ
ち
、

G
N
P
が

一
%
伸
び

る
の
に

エ
ネ
ル
ギ
ー
は

一
・
二
三

%
伸
び
た
と

い
う

こ
と
で
す

が
、
六
五
年
か
ら
七
三
年

は
G
N

P
の
伸
び
が

一
〇

・
四
%

に
対
し
、

一
次

エ
ネ
ル
ギ
:

の
仲
び

が

一
一
%
で
、
弾
性
値
は

一
・
〇
六
%
。

こ
の
よ
う

に
す

で
に

石
油

シ
ョ
ッ
ク
以
前
に
も

エ
ネ

ル
ギ
ー
需
要
の
G
N
P

に
対
す

る
弾
性
値
は
か
な
り
改
善
さ
れ

つ
つ
あ

っ
た
。
す
な
わ
ち
、
日

本
経
済

の
産
業
構
造
そ
の
も

の
が
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
型

に
な

り
つ

つ
あ

っ
た
、
と
い
え
る
と
思

い
ま
す
。

七
四
年
、
七
五
年
は
石
油

シ

ョ
ッ
ク
の
影
響
で

一
次

エ
ネ

ル

ギ
ー
供
給

の
伸
び
が
逆
に

マ
イ
ナ

ス
に
な

っ
て
い
ま
す

の
で
、

平
均
と
し
て
は
出
せ
な

い
の
で
す

が
、
た
と
え
ば
七
三
年
と
七

省

エ
ネ

ル
ギ
ー
型
産
業

へ

囚
が
出
て
き
た
わ
け
で
す
。
短
期
的

に
は
中
東
戦
争

に
よ
る
供

給
途
絶

の
可
能
性
が
あ
る
わ
け

で
す
が
、
長
期
的
に
み
て
も
、

エ
ネ

ル
ギ
ー
の
有
限
時
代

に
な

っ
た
わ
け
で
、
七
三
年

の
石
油

シ
ョ
ッ
ク
を
境
に
し
て
、
そ

の
前
と
後
で
は
口
本

に
お
け

る

エ

ネ
ル
ギ
ー
供
給
構
造
が
大
き
く
変
化
し
て
し
ま

っ
た
。

(4)
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六
年
を

み
ま
す
と
、
七
三
年
は
弾
性
値

一
・
五
七
と
非
常

に
高

か

っ
た

わ
け
で
す
が
、
七
六
年

は
○

・
八
九
に
下
が

っ
て

い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
で
、
長

期
的
に
み
て
も
、
や
は
り
、

臼

木
経
済

が

一
定

の
経
済
成
長
を
遂
げ

る
た
め
に
必
要
な

エ
ネ

ル

ギ
ー
消
費

の
割
合
は
次
第

に
低
下
す
る
だ
ろ
う
、
と
い
う

こ
と

が

い
え
る
と
思
い
ま
す
。

エ
ネ

ル
ギ
ー
経
済
研
究
所

は
七
三
年

～
八
五
年

の

エ
ネ

ル
ギ

ー
需
要

の
G
N
P
に
対
す
る
弾
性
値

は
○

・
八
四
く
ら

い
に
な

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
、
と
予
想
し
て
お
り
ま
す
。

G
N

P
の
生
産
額
挙
伎
当
た
り
の

エ
ネ
ル
ギ
i
需
要
も
将
来

次
第

に
低
下
す
る
、
と
思
わ
れ
ま
す
。
た
と
え
ば
、
石
油

シ

コ

ヅ
ク
の
あ

っ
た
昭
和
四
十
八
年

に

一
円
当
た
り

=
二
・
八
キ

ロ

カ
ロ
リ
ー
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
が
必
要

で
あ

っ
た
も
の
が
、
昭
和
六

十
年

に
は

=

丁

一
キ

卩
力

卩
り
ー
、
六
十
五
年
に
は

一
一
・

五
キ
ロ
カ

卩
リ
ー
と
い
う
よ
う

に
、
日
本
経
済

の
単
位
当

た
り

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
も
次
第

に
低
下
す
る
可
能
性
が
非
常

に
強

い
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

こ
う
し
た
指
摘
は
い
く
つ
か
の
専
門

の

研
究
所

で
の
予
測
に
も
出
て
い
る
わ
け
で
す
。

省

工
ネ
ル
ギ
ー
が
最
も
進
む
と

み
ら
れ
る
産
業
は
、
当
然

の

こ
と
な
が
ら
、

い
ま
ま
で

エ
ネ

ル
ギ
ー
消
費
の
大
き
か

っ
た
産

業

で
す
。
構
造
不
況
業
種
と
呼
ば
れ
る
ア
ル
ミ
精
錬
と
か
、
石

油
化
学
と

い

っ
た
も
の
も
含
ま
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま

す
。

一
般
的

に
は
、
化
学
、
窯
業
、
土
石
、
鉄
鋼
、
非
鉄
金
属

て
は
省

エ
ネ

ル
ギ
ー
、
あ
る
い
は

エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用

の
効
率
化

が
今
後
ま
す

ま
す
進
む
、
と

い
う

こ
と
が
予
想
さ

れ

て

い

ま

す
。と

同
時

に
、
産
業
に
よ

っ
て
は
日
本
経
済
の
生
産
額

に
占

め

る
割
合
が
、
将
来

い
く
ら
か
低

下
す
る
も
の
も
で
て
く
る
と
思

わ
れ
ま
す
。
金
額
そ
の
も
の
は
大
幅

に
増
加
し
ま
す
が
、

口
本

経
済

の
総
生
産
額

に
占
め
る
比
重

が
低
下
す
る
可
能
性
が
あ
り

長

期

の

エ
ネ
ル
ギ
L
需
給
見
通
し
の
公
式
の
も

の

と

し

て

は
、
昨
年

六
月
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
調
査
会
が
発
表
し
た
も

の
が
あ

り
ま
す
c

い
わ
ゆ
る
対
策
促
進

ケ
ー

ス
で
、
す
な
わ
ち
省

エ
ネ

ル
ギ

ー
の
努
力
を
す
る
と
か
、
代
替

エ
ネ

ル
ギ
ー
の
開
発

が
進

ん
だ
場
A
口
の
話
で
す
が
、
そ
の
場
A口
の
エ
ネ
ル
ギ
;
需

要
は
昭

和
五
十
年

に
石
油
換
算
で
三
億
九
千
万
瓸
だ
っ
た
も
の
が
、
昭

和

六
十
年

に
は
六
億
六
千
万
屍
程
度
ま
で
増
加
し
、
昭

和
六
十

五
年

に
は
七
億
九
千
万
煕
と
.†
想
さ
れ
て
い
ま
す
。
伸

び
率

で

み
ま
す
と
、

五
十
年
か
ら
六
十
年

に
か
け
て

は

年

率

五

・
四

%
、

六
十
年
か
ら
六
十
五
年
に
か
け
て
は
年
率
三

・
八
%

と
な

っ
て

い
ま
す
。
石
油

シ
ョ
ッ
ク
の
前
が

=

～

一
二
%

の
割
合

で
伸
び

て
い
た
わ
け
で
す
か
ら
、
将
来

の
伸
び
率
が
大
幅

に
低

下
す

る
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
は
、

こ
の
見
通
し
か
ら
も

お
わ

か
り

い
た
だ
け
る
か
、
と
思
う
わ
け

で
す
。

こ
の
う
ち
石
油
が
ど
の
程
度
か
と

い
う
と
、
昭
和
五
十
年

は

二

・
九
億
賊
で
、

一
次

エ
ネ

ル
ギ
ー
の
約
七
四
%
を
占

め
て
い

た
の
が
、
昭
和

六
十
年
に
は
四
億

四
千
万
冠
で
六
七
%

、
昭
和

長

期
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
需

給

ま
す
。
た
と
え
ば
、
鉄
鋼
が
四
十
八
年

の
生
産
額

で

一

一
・
五
%

を
占

め
て
い
た
の
が
、
六
十
年

に
は
九

・
三
%
、
化
学

が
六

・

六
%

か
ら
六

・
五
%
に
低
下
す
る
と

い
う
予
測
も
あ

り
ま
す
。

一
方
、
金
属
、
機
械
産
業
の
よ
う

に

エ
ネ

ル
ギ
ー
消
費

の
あ
ま

り
高
く
な

い
も
の
は
、
逆
に
そ
の
比
重
が
上
昇
し
、

四
十
八
年

の
一.丁

○
%

か
ら
六
十
年
に
は
三

・
二
%
程
度

へ
増
加

す
る
、

と
さ

れ
て

い
ま
す
。

こ
う

い
う
予
測
を
み
て
も
、
石
汕

シ
ョ
ッ
ク
を
機

と
し
た

エ

ネ

ル
ギ
ー
価
格

の
高
騰
、
将
来

の

エ
ネ

ル
ギ
ー
供
給
の
不
安
定

性
が
わ
が
国

の
産
業
構
造
に
与

え
る
影
響
が
非
常

に
大

き

い
こ

と
が
理
解
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

一
次

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
部
門
別
消
費
動
向
を
み
て
も
、
長
期
的

に
は
、
産
業
用
の
需
要
は
や
や
低
下
す
る
と
予
想
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ

の
原
因
は
、

エ
ネ

ル
ギ

ー
価
格

の
高
騰
、

エ
ネ

ル
ギ
ー

供
給

に
お
け
る
制
約
要
…囚
、
省

エ
ネ

ル
ギ
ー
技
術

の

進

歩

に

よ
る
も

の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
次

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
部
門
別
消

費

の
中

で
、
産
業
用
の
割
合

は

[
九
七
三
年
の
石
油

シ
ョ
ッ
ク

の
年

に
は
五
八
%
だ

っ
た
が
、

一
九
八
五
年
に
は
五
七
%

に
減

増

加
す
る
民
生
用

エ
ネ

ル
ギ
ー

六
十
五
年

に
は
四
億
七
千
万

瓰
で
、
約
五
九
%
に
石
油

の
割
合

が
低
下

す
る
だ
ろ
う
、
と

い
う
見
通
し
に
な

っ
て
い
ま
す
。

そ

の
他
、

こ
こ
で
注
目
さ
れ
ま
す

の
は
、
日
本

の
場
合

ば
原

子
力
が
昭
和

五
十
年
の
六
百
六
十
万
K
W
か
ら
六
十
年

で
二
千

六
百
万
な

い
し
三
千
三
百
万
K
W
、

一
次

エ
ネ

ル
ギ
ー
供
給

に

占

め
る
割
合
で
五

・
四
%
な

い
し
七

・
四
%

へ
増
加
す
る
と
予

測
さ
れ
て

い
る
点
で
す
。

L
N
G
と
か
、
石
炭
で
す
が
、

石
炭
は
、
特

に

一
般
炭
の
輸

入
を

ふ
や
す
、
と
い
う

こ
と
が
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
咋
年
か
ら
今
年

に
か
け
て
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
需

要
の

伸
び

や
石
油
需
要
の
伸
び
を

み
ま
す
と
、
現
実

に
は
需
要
が

こ

の
水
準

ま
で
伸
び
な
い
可
能
性

が
あ
る
の
で
は
な

い
か
、
と
田心

い
ま
す
。
今
年
出
た
石
油
供
給
計
画
は
昭
和
五
十
三
年

か
ら
五

十
七
年

ま
で
の
石
油
の
需
要

の
伸
び
を
乎
均
三

・
七
%

と
み
て

お
り
ま
す
。
そ
れ
に
よ
る
と
昭
和

五
十
七
年
の
石
油
輸

入
が
三

億

四
千
五
百
万
観
で
す
か
ら
、
咋
年

の
対
策
促
進

ケ
ー
ス
で
出

し
た
昭
和
六
十
年
で
四
億
四
千
万
凶
ま
で
は
、
ど
う
も
行
き
そ

う
も
な

い
、
と
い
う
の
が
現
在

の
予
想
で
す
。
目
本
経
済
の
成

長
率

の
低
下
の
中
弔丶

予
想
以
上
に
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
と
か
、

エ

ネ

ル
ギ

ー
の
効
率
的
使
用
が
産

業
面

で
は
進
行
し
て
い
る
の
で

は
な

い
だ
ろ
う
か
、
と
思
わ
れ
ま
す
。

(5)
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一
九
七
五
年
に
は
自
由
世
界

の

エ
ネ
ル
ギ

ー
供
給

の
中
で
、

石
油

の
占
め
る
割
合
は
五
三
%

で
し
た
が
、

一
九
九
〇
年
に
は

四
八
%
程
度

へ
低
下
す

る
だ
ろ
う
と
予
想
さ
れ
ま
す
。
七
五
年

世
界
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給
構
造

り
、

二
〇
〇
〇
年

と
い
う
長

い
見
通
し
で
は

五
四

%

ま

で
減

る
、
と
い
う
予
想

が
出
て
い
ま
す
g

}
方
、
輸

送
用
も

一
二
%

か
ら

一
一
%
程
度

へ
低
下
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。
他
方
、
民

生
、
業
務
用

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
は
逆
に
増

加
し
ま
す
。

一
部

瞹
暖
房
か
ら

セ
ン
ト
ラ
ル

・
ヒ
ー
テ
ィ
ソ
グ
な

ど
、
生
活
水
準

の
向
上
が
背
景

に
あ

る
よ
う
で
す
が
、
こ
れ
が

一
九
七
三
年
の

一
七
%
か
ら
、

一
九

八
五
年

に
は

一
九
%
、

二
〇

〇
〇
年
に
は

二
一.一%

へ
と
比
噴
が
増
加
す
る
、
と
い
う
予
想
が
さ
れ
て
い
る

わ
け
で
す
。

凵
⊥不
の
産
業
構
造
そ

の
も

の
も
、

エ
ネ

ル
ギ

ー
価
格
の
高
騰

と
、
長
期
的
な

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
供
給
制
約

に
よ

っ
て
、
次
第
に

省

エ
ネ

ル
ギ
ー
型
.、
あ
.る
い
は

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
効
率
的
使
用
型

の
産
業
構
造

へ
変
わ
ら
ざ
る
を
得
な
い
し
、
ま
た

一
次

エ
ネ
ル

ギ
ー
の
部
門
別
消
費
を
み
て
も
、
産
業
面

で
の
消
費

の
割
合
が

低
下
し
て
、
民
生
用

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
消
費

は
や
や
増
加
す
る
こ

と
が
通
常
予
想
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
す
。

日
本

の
場
合
、
長
期
的

に
み
て
も
、
石
油

へ
の
依
存
度
が
非

常

に
高

い
わ
け
で
す
。
現
在
の
七
五
%
か
ら
、
低
下
す
る
と
し

て
も
六
十
数
%
ま
で
、
そ
れ
も
今
後
十
年
、
十

五
年
と
い
う
見

通
し
の
中

で
そ
れ
だ
け
下
が
れ
ば

い
い
、
と
い
う

こ
と
で
す
。

し
た
が

っ
て
、
日
本
が

こ
れ
か
ら
の

エ
ネ

ル
ギ
ー
供
給
を
ま
か

な
う
た
め
に
は
、
十
分
な

エ
ネ

ル
ギ
ー
の
輸
入
が
将
来

と
も
で

き

る
の
か
ど
う
か
、
と

い
う
問
題
に
な
る
わ
け
で
す
。
こ
の
問

題
を
考
え
る
に
は
世
界

の

エ
ネ
ル
ギ
i
需
給
搬
冊
臨
氾
が
ど
う
な

っ

て
い
る
の
か
を
み
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

か

ら
八
五
年
に
か
け
て

の
石
油
の
供
給
の
伸

び
率

は
三

・
四
%

で
、

石
油

シ
ョ
ッ
ク
以
前
五
年
問
で
七

・
七
%

で
し
た
か
ら
、

そ

の
半
分
以
下
の
伸
び
率

が
予
想
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
す
。
ま

た
、

八
五
年

か
ら
九
〇
年

に
か
け
て
は
二
%
前
後
ま
で
伸
び
率

が
低

下
す
る
、
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

一
方
、
眉
油
の
供
給
暈

は
、
七
五
年

の
四
千

六
百
万
バ

レ
ル

/

口
が

一
九
八
五
年

に
六
千
四
百
万
.バ
レ
ル
/
日
、

一
九
九
〇

年

に
は
七
千
万
バ

レ
ル
/
日
と
い
う
よ
う
に
、
仲
び
率

は
か
な

り
落

ち
ま
す
が
、
供
給
そ

の
も
の
は
ま
だ
あ

る
程
度
伸
び
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

一
番
伸
び
率

の
高

い
の
は
、
や
は
り
、
原
チ
カ

で
し
て
、
現

在

二
%
程
度
の
シ
ェ
ア
の
も

の
が

一
九
九
〇
年

に
は
八
%
強
ま

で
伸
び
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。
天
然
ガ

ス
、
石
炭
も
量

的
に
は

か
な
り
ふ
え
る
わ
け
で
す
が
、
供
給

の
割
合
か
ら
み
ま
す
と
、

天
然

ガ
ス
は
、
現
在

の

一
八
%
か
ら

一
九
九
〇
年

に
は

=
ハ
%

く
ら

い
ま
で
シ
ェ
ア
が
下
が
り
、
石
炭
は
、
大
体

一
九
%
前
後

で
横
ば

い
で
あ
ろ
う
、

と
い
う
の
が
現
在
の
予
測

で
す
。

そ
う
い
う
こ
と
で
自
山
世
界
「全
体
で
み
て
も
、
石
油

の
割
合

は
五
三
%
か
ら
四
八
%
ま

で
低
下
は
し
ま
す
が
、

エ
ネ

ル
ギ
ー

供
給

の
中
核
と
し
て
の
地
位

は
、
今
後
も
か
な
り
長
期

に
わ
た

っ
て
続
く
と
思
わ
れ
ま
す
。

ご
承
知
の
よ
う

に
、
昨
年

の
初
め
カ
ー
タ
i
大
統
領

の
新

エ

ネ

ル
ギ
ー
計
画
の
前
提

と
な

っ
た
C
l
A

(米
国

中

央

情

報

尉
)
報
告
が
発
表
さ
れ

、
こ
れ
が
八
〇
年
代
初

め
に
も

石
油
供

給
が

不
足
す
る
可
能
性

が
あ
る
、
と
い
う
悲
観
的
な

エ
ネ
ル
ギ

ー
需
給
見
通
し
を
明
ら

か
に
し
た
わ
け
で
す
。
そ
の
前

後
に
世

界

エ
ネ
ル
ギ
ー
戦
略
選
択
研
究
機
構

(
W
A
E
S
)
が

一
九
九

〇
年

代
に
は
石
油

の
増
産
限
界
が
く
る
可
能
性
が
あ
り
、
し
か

も
産

油
国
の
資
源
保
護
政
策

の
い
か
ん
で
は
、

八
〇
年
代
に
も

石
油

の
供
給
不
足
の
可
能
性
が
あ
る
、
と

い
う
報
告
を
発
表
し

代
炎
的
な
こ
れ
ら

の
悲
観
論
と
楽
観
論
を
分
析
し
ま
す
と
、

悲
観
論

の
根
拠
の
第

一
は
、

一
九
八
Q
年
代

か
ら
九
〇
年
代

に

か
け
て
石
油

の
増
産
限
界
が
く
る
と
い
う
こ
と

(
W
A
E
S
、

B
P
)
。第

二
に
、
石
波
需
要
が
生
産
能
力
を
上
回
る
可
能
性
が

あ
.る
と

い
う

こ
と
。
時
期
と
し
て
は
c
-
A
は
八

〇

年

代

前

半
、
米
国
の

エ
ネ

ル
ギ
ー
省
と
か
フ
ラ
ン
ケ
ル
事
務
所
は
八
五

年
、

W
A
E
S
は
八
〇
年
代
後
半
を
そ
れ
ぞ
れ

と

っ

て

い
ま

す
。
第

三
に
、
産
油

国
の
生
産
制
限
、
あ
る

い
は
資
源
保
護
政

策
が
強
化
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
こ
と

(
W
A
E
S
、

C
I
A
、

エ
ク
ソ
ソ
、
そ

の
他
)
。
産
油
国
と

い
う
場

合

は
、

O
P
E
C
だ
け
で
は
な
く
、
イ
ギ
リ
ス
、

ノ
ル
ウ

ェ
ー
な
ど
の

悲
観
論

の
C
I

A
報
告
/
楽
観
踰

の
1
7
C

ま
し
た
。
当
時
私
を
含

め
て
多
く

の
専
門
家
も
、
そ

れ
ほ
ど
の

深
刻
さ
を
持

っ
て
い
な
か

っ
た
も

の
で
す
か
ら
、

か
な
り
衝
撃

を
受
け
た
面
が
あ
る
わ
け

で
す
。

そ
の
後
、
ア
メ
リ
カ
の

エ
ネ

ル
ギ
ー
省
、
国
際
貿
易
委
員
会

(
I
T
C
)
、
米
国
議
会

の
調
査
班

(
コ
ン
グ

レ

ッ
シ
ョ
ナ
ル
・

リ
サ
ー
チ

・
ユ
ニ
ッ
ト
)
、

卩
ン
ド

ン
の
フ
ラ
ン
ケ

ル
事
務
所
、

メ
ジ
ャ
ー
の
B
P
、

エ
ク

ソ
ソ
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
機
関
が
、
長

期

の
エ
ネ

ル
ギ
ー
な

い
し
石
油

の
需
給
見
通
し
を
発
表

し
た
わ

け

で
す
。
C
I
A
、
W
A
E
S
、

フ
ラ
ン
ケ
ル
事
務
所
馬
ア
メ

リ
カ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
省

は

一
九
八
五
年

に
も
石
油
供
給
が
不
足

す

る
可
能
性
が
あ
る
、
と

い
う

い
わ
ゆ

る
悲
観
論
を
代
表
し
て

い
る
わ
け
で
す
。

一
方
、
米
国
議
会

の
調
査
班
と
I
T
C
は
、

一
九
八
五
年
と
い
う

こ
と
で
み
れ
ば
、
石
油
供
給

が
不
足
す
る

心
配
は
な
い
、
と

い
う
楽
観
論
を
代
表
し
て
い
ま
す
。

エ
ク
ソ

ン
の
場
合
は
、
産
油
国
が
石
油
の
需
要
を
み
た
す
だ
け
の
生
産

を
す
る
、
と
い
う
仮
定
を
前
提
に
し
て
い
ま
す

か
ら
、
不
足
す

る
と
い
う
こ
と
は
な

い
わ
け
で
す
。

(6)
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非

O
P
E
G
産
汕
国
も
入

っ
て
い
る
わ
け
で
す
が
、
事
実
、
こ

れ
ら

の
国
内
で
は
資
源
保

護
政
策
が
今
年
か
ら

か
な

り
強
化
さ

れ

て
お
り
ま
す
。
第
四
の
根
拠
は
、
ア
メ
リ
カ
の
.石
汕
輸
入
の

増

加
、
あ
る
い
は
ソ
連
が
石
油
輪
入
を
す
る
可
能
性

.が
あ
.る
と

い
う

こ
と
(
C
I
A
)。

こ
れ
は
、
私
ど
も
に
と

っ
て
も
相
当
シ

ョ
ッ
キ

ソ
グ
な
予
測
で
あ

っ
た
わ
け
で
す
。
第

五
は
、
代
替

エ

ネ

ル
ギ
ー
開
発
の
遅
れ
。
原
子
力
、
太
陽
熱
な
ど

の
代
替

エ
ネ

ル
ギ

ー
の
供
給
が
、

二
、

三
年
前
に
}
想
さ
れ
た
よ
り
は
る
か

に
遅
れ
て
い
る
、
と

い
う

こ
と
で
す
。

そ
れ

で
は
楽
観
論
は
何

を
根
拠
に
し
て
い
る

の
か
、
と
い
い

ま
す

と
、
第

一
は
、
石
油

の
究
極
埋
蔵
景
は
二
兆

五
千
億
バ
レ

ル
も
あ
.る
と
い
う
こ
と
。
現
在
、
確
認
さ
れ
て

い
る
埋
蔵
量
が

六
千
数
百
億
.バ
レ
ル
あ

る
わ
け

で
す
が
、
究
極
的

に
将
来
発
見

さ
れ
る
で
あ
ろ
う
埋
蔵
量
は

二
兆
五
千
億
バ

レ

ル

も

あ

る

の

で
、
資
.源
量
と
し
て
は
問
題
が
な
い
と
い
う
わ
け

で
す
。
第
二

は
、
非

O
P
E
C
石
油

の
供
給
が
増
加
す
る
可
能
性
。
た
と
え

ば

、
北
海
、

ア
ラ
ス
カ
、

メ
キ
シ
コ
、

エ
ジ
プ

ト
、
事
突
、
こ

れ
ら

の
石
曲
生
産
は
か
な

り
仲
び
て
い
る
わ
け

で

す
。

雛

三

は
、
O

P
E
C
の
供
給
能
力
そ

の
も
の
も
増
加
す

る
と
い
う
こ

と
。
と
く

に
I
T
C
は
O
P
E
C
の
供
給
能
力
を
非
常

に
大
ぎ

く

み
て

い
ま
す
。
第
四
は
、
経
済
成
長
率
の
低
下

に
と
も
な
う

エ
ネ

ル
ギ
ー
需
要
の
伸
び

の
鈍
化
。

悲
観
論
、
楽
観
論

の
そ
れ
ぞ
れ
の
根
拠
は
以
上

の
よ
う
な
も

の
で
す
。

ど
ち
ら
の
理
由
を
み
て
も
、
も

っ
と
も
な
も

の

が

多

い

の

で
、
ど
ち
ら
が
ク
ロ
で
ど
ち
ら
が
シ
ロ
と
い
う

こ
と
は
、
非
常

に
判
断
し
に
く

い
わ
け

で
す
。

そ
う

い
う
こ
と
で
、
私

は
私
な
り
に
い
ろ
い
ろ
な
分
析
を
し

て
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給

の
見
通
し
を
出
し
て
み
ま

し
た
。

石
油
需
要
そ
の
も

の
に
関

し
て
は
、
石
油

シ

ョ

ッ
ク
前
の
七

長
期
的
に
み
て
、
将
来

の
石
油
.需
給

に
大
ぎ
な
影
響
を
与
え

る
要
因

は
何
か
、
と

い
い
ま
す
と
、
第

一
は
、

や
は
り
ア
メ
ーー

カ
の
石
油
需
給
と
石
油
輸

入
の
現
模
で
は
な

い
だ

ろ
う
か
。
第

二
は
、

ソ
連

の
石
油
輸

入

の
可
能
性
の
閏
題
。
第

三
は
、

O
P

E
C

の
石
油
生
産
政
策
と
供
給
麗
模
。
第
四
は
、
非
O
P
E
C

.石
油

の
供
給
見
通
し
。
大
体

こ
の
四
つ
の
要
因
が
大
ぎ
な
影
響

を
.需
結

に
与
え
る
、
と

い
う

こ
と
が

い
え
ま
す
。

も

う
ひ
と
つ
前
段
に
な

り
ま
す
が
、
私

は
石
油
、需
要
そ

の
も

の
に

つ
い
て
も
か
な
り
低
下
す
る
だ
ろ
う
、
と

い
う
予
測
を
立

て
ま

し
た
。
な
ぜ
か
と
い
い
ま
す
と
、
自
山

主
義
世
界

の
石
油

需
.要

の
伸
び
は
石
油

シ

コ
ッ
ク
前
ほ
七

・
七
%
だ

っ
た
の
が
、

.石
油

シ
コ
ソ
ク
後

の
七
四
年

か
ら
七
六
年

の
間

は

一
・
八
%
に

低
下

し
て
い
る
わ
け
で
す
。
翫
ハ産
圏
を
含

め
た
場
合
で
も

二

・

七
%

で
す
。
臼
出
世
界

で
は
ア
{
リ
カ
の
.石
油
需
要

の
伸
び
が

か
な

り
高
か
っ
た
わ
け
で
す
が
、

日
本
と
か
西
欧

は
七
三
年
と

七
七

年

の
石
油
需
要

の
絶
対
眠
は
ほ
ぼ
横
ば

い
で
す
。

E
C

な
ど

は
∵
イ
ナ
ス
に
な

っ
て

い
ま
す
。

一
方
、

ソ
連

は
約

六

・

三
%
伸

び
て
い
ま
す
し
、
巾
国
は
、
何
と
年
率

で

一
七
%
も
伸

び
て

い
ま
す
。
ま
た
、

O
P
E
C
諸
国
も
平
均

で
約

一
五
%
仲

び
て

お
り
ま
す
。
石
油

シ

コ
ッ
ク
後
四
年
間
の
石
油
需
要

の
動

向
を

分
析
し
ま
す
と
、
先
進
工
業
国
で
は
ア
メ
リ
カ
だ
け
伸
び

が
高

く
イ
丶

日
本
も
西
欧
も
非
常

に
低

い
〇

一
方
、
共
産

圏
と

O
P
E
C
諸
国
の
仲
び
率
が
非
常

に
商

い
、

と
い
う
特
色
が
あ

る
わ
け

で
す
。

そ

う

い
う
こ
と
か
ら
、
私
は
、
自
由
世
界
の
石
油
需
要

の
伸

私
の
需
給
予
測

・
七
%

か
ら
三

・
四
%
租
度

へ
低
下
す
る
可
能
性

が
強

い
と
い

う

こ
と

で
あ
り
ま
す
D

八
五
年

か
ら
九
〇
年

に
は
わ
ず
か

二
劣

く
ら

い
に
な
る
見
通

し
で
す
。

び
率

を
、
七
五
年
～
八
五
年

で
三

・
四
%
、
八
五
年
～
九
〇
年

で

二
%
程
度
と
み
て
い
る
わ
け

で
す
。

ム
「
後

の
需
給
に
非
常
…に
大
・ざ
な
影
響
を
与
え
る
要
因
の
第

一

は
、

ア

メ
リ
カ
の
石
油
需
要
と
輸
入
見
通
し
で
す

が
、
ご
承
知

の
よ
う
に
、

一
昨
年
、
咋
年
と
も
ア
メ
リ
カ
の
石
油
需
要
は
大

幅

に
伸
び
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
石
油
需
要

の
大
幅
な
増
加

を
背
量
と
し
て
、
ア
メ
u
カ
の
.石
油
輪
入
そ

の
も

の
も
、
驚
異

的

な
伸
び
を
、爪
し
た
。

ア

{
リ
カ
の
石
油
輸
入
が
な
ぜ

ふ
え
て

い
る
の
か
、
と
い
う
こ
と
が

一
番
話
題
に
な

っ
た

の
は
、
去
年

の
秋

11
だ

っ
た
と
思
い
ま
す
。
ち
ょ
う
ど
円
高
が
十
月
頃
か
ら

始

ま
り
、
そ
の
際
、
円
高

の
夷

に
あ
る
ド
ル
安

の
要
因
の
最
大

の
も

の
と
し
て
、
ア
メ
リ

カ
の
石
油
輸
入
の
大
幅
増
加
と
、
そ

れ

に
伴
う
貿
易
収
支
の
大
幅
赤
字
と
い
う
こ
と
が
と
り
ざ
た
さ

れ
た
わ
け
で
す
。
ア
メ
ーー
カ
の
石
油
輸
入
が

こ
ん
な
に
ふ
え
て

い
る
の
は
、
お
そ
ら
く
戦
略
備
蓄
と
称
し
て
石
油

を
ど
ん
ど
ん

買

い
込

ん
で
い
る
た
め
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
、
と

い
う
質
問
を
、

咋
年
十
月
か
ら
十

一
月

に
か
け
て
ず

い
ぶ
ん
受
け

ま
し
た
Q
た

ま
た
ま
十

一
月
の
N
H
K
テ

レ
ビ
鴫丶

ア
メ
リ

カ
の
石
油
輸
入

の
話

を
し
て
、
ア
メ
リ
カ
の
輸
入
は

一
日
当
た

り
八
百
六
十
万

バ

レ
ル
ま
で
増
加
し
た
が
、
そ
の
う
ち
で
戦
略
備

蓄
の
占
め
る

割

合
は
、
お
そ
ら
く

一
日
当
た
り
二
十
万
バ

レ
ル
以
下

(実
績

は
十

五
万
B
/
D
で
あ

っ
た
)
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
、
と
い
う

話

を
し
た
ら
意
外
だ
と
い
う
印
象
が
強
か

っ
た
よ
う
で
す
。

ア
`
リ
カ
の
石
抽
輸
入
が

ふ
え
て
い
る
最
大

の
理
由
は
、

一

咋
年
、
咋
年
の
経
済
成
長
率
そ
の
も
の
が
か
な

り
高
く
、
そ
の

た
め

エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要

の
伸
び
も
高
か

っ
た
、
と

い
う

こ
と
の

よ
う
で
す
。
そ
れ
に
加
え
国
内
で
の
天
然
ガ

ス
の
生
産
が
低
下

し
て
、
そ

の
分
が
石
油

に
肩
代
り
さ
れ
た
。
ま
た
、
国
産
原
抽

そ

の
も

の
も

一
九
七
〇
年

の
約

一
千
万
バ

レ
ル
/

日
を
ピ
ー
ク

に
し
て
、
生
産
が
低
下
し
、

一
咋
年
の
実
績

は
八
百
十
三
万
.ハ

(7)
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そ
れ
で
は
、
長
期
的
に
み
た
場
合
、

ア
メ
リ
カ
の
石
油
輸

入

は
ど
う
な
る
の
だ
ろ
う
か
。
C
I
A
は
、
最
悪
の
場
合

に
は

一

九
八
五
年

で
千

六
百
万
バ

レ
ル
/

日
に
も
達
す
る
可
能
性
が
あ

る
、
と

い
っ
て
い
る
わ
け
で
す
が
、

一
般
の
見
方
は

↓
千
万
バ

レ
ル
/

日
か
ら
千
二
百
万
バ

レ
ル
/

日
程
度
で
は
な
い
だ

ろ
う

か
、
と

い
う

こ
と
で
す
。
最
近
出

た
米

エ
ネ
ル
ギ
ー
省

の
見

通

し
は
、

一
日
当
た
り
九
百
十
万
.バ
レ
ル
な

い
し
千
二
百
五
十

万

バ

レ
ル
と
い
う

こ
と
で
か
な
り
幅
が
あ
り
、

一
九
八
五
年

で
は

最
大
千

二
百

五
十
万
.バ
レ
ル
、

一
九
九
〇
年
で
は
上
限

で
千

六

百
万
.ハ
レ
ル
と

い
う

こ
と
で
、

か
な

り
悲
観
的
で
す
。

私
は
、

一
九
八
五
年
で
は
千
百
万
.ハ
レ
ル
程
度
と
予
測
し

て

い
ま
す
。
そ
し
て
、

一
九
九
〇
年

に
は
、

ア
メ
リ
カ
の
国
産
原

油
の
生
産

が
あ

る
程
度
ふ
え
ざ
る
を
得
な
い
の
で
は
な

い
か
、

と
い
う

よ
う
に
み
て
い
ま
す
。
仮

に
、
千

二
、
三
百
万
バ

レ
ル

/
口
も

の
石
油
を
輸
入
し
ま
す
と
、

一
千
億
ド
ル
近
い
ぼ
う
大

な
石
油

の
輪

入
外
貨
が
必
要
に
な

る
わ
け
で
す
し
、
い
く
ら
大

国
の
ア
メ
リ
カ
で
も
、
ド
ル
安

の
要
因
が
長
期
に
続
く
と

い
う

こ
と
は
戦
略
上
問
題
に
な
る
と
思

い
ま
す
。
ま
た
、
大
西
洋

の

大
陸
ダ
ナ
な
ど
地
質
的
に
有
望
な
地
域
も
ま
だ
残
さ
れ
て
い
ま

す
。
最
近
、
天
然
ガ
ス
価
格

の
価
格
統

制
撤
庵
を
両
院
協
議
会

ア
メ
リ
カ
の
石
油
輸
入
見

邇
し

レ
ル
/
目
で
あ

っ
た
。
咋
年
は
、

ア
ラ

ス
カ
原
油
の
生
産

が
開

始
さ
れ
て
、

八
百

二
+
万
.バ
レ
ル
/

日
と
、
ほ
ん
の
わ
ず

か
だ

け
生
産

が
増
加

し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
理
由
で
、
ア
メ
リ
カ

の
石
油
輸
入
が

一
咋
年
二
八
%
、
昨
年

二
四
%
と
大
幅
に
増

加

し
た
と
い
う

こ
と
で
し
て
、
戦
略
備
蓄

の
影
響
は
咋
年
ま

で
は

そ
れ
ほ
ど
大
き
く
な
か
っ
た
、
と

い
う

こ
と
で
す
。
今
年

は
、

戦
略
備
蓄

の
最
が
咋
年
よ
り
大
き

い
こ
と
が
予
想

さ

れ

ま

す

ヂ
、

O

カ

.

.

.

.

.

.

が
承
認
し
た
よ
う

で
す
が
、
天
然
ガ

ス
価
格
の
上
昇
で

い
く
分

で
も
生
産
が
増

加
す
れ
ば
、
石
油
輸

入

は
そ
の
分
だ
け
少

な
く

て
す
む
わ
け
で
す
。

こ
の
よ
う
な
も

ろ
も
ろ
の
理
山
か
ら
、

ア
メ
リ
カ
の
国
産
原

汕
の
生
産
は
、

一
九
八
五
年
以
降
に
は

い
く
分
増
加
す

る
可
能

性
が
あ
一り
ま
す
。
私

は
、

一
九
八
〇
年
代

の
末
期
に
は
国
内

で

の
生
産
が
増
加

し
て
、
石
油
輸
入
は
横

ば

い
な
い
し
低
下

に
向

か
う

の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
、
と
み
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
、
少
な
く
と
も
八
五
年

ま
で
は
、

ア
メ
リ
カ
の
石
油

輸
入
は

(昨
年

11
八
百
七
十
万
。バ
レ
ル
/

日
)
ま
だ
か
な

り
ふ

え
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

一
九

八
五
年

で
は

一
千
万

な

い

し
千
百
万
バ

レ
ル
く
ら
い
の
輸
入
に
な
る

の
で
は
な
い
だ

ろ
う

か
、

と
み
て
い
る
わ
け
で
す
。

二
番

目

に
、

ソ
連
の
石
油
輸

入

で
す
が
、
C
I
A
報
告
は

一
九
八
五
年

に
ソ
連
が

一
日
当

た
り

三
百

五
十
万
バ

レ
ル
か
ら
四
百
五
十

万
バ

レ
ル
の
石
油
を
輸

入

す
る
可
能
性
が
あ

る
、
と
い
う
予
測
を
し
て
い
る
わ
け

で
す
。

最
近
で
は
悲
観
的
過
ぎ
る
、
と
い
う
批
判
が
当
の
C

I
A
の

中
か
ら
も
出

て

い
る
く
ら
い
で
す

が
、
私
も
ど
う
か
な
、

と
い

う
感
じ
で
す
D
な
ぜ

か
と
い
う
と
第

一
に
、

ソ
連
の
地
質
的
な

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
の
高
さ
と
、
現
在

で
も
千

五
十
万
バ
レ
ル
/

日

も
石
油
を
生
産

し
て
い
て
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ

ア
以
上
の
世
界
最

大
の
産
油
国
だ
と

い
う
こ
と
。
第

二
に
、
輸

入
外
貨
の
問
題
。

八
〇
年
代

の
半
ば

に
三
百
五
十
万
バ

レ

ル
な

い
し
四
百
五
十
万

バ
レ
ル
も
輸

入
す

る
た
め
に
は
、
数
百
億
ド

ル
も
の
外
貨

が
必

要
に
な
り
ま
す
。

ソ
速

に
は
た
し
て
そ
う

い
う
こ
と
が
出

来
る

か
ど
う
か
。
私

は
、
出
来
な

い
の
で
は
な
か
ろ
う

か

と

思

い

ま
す
。
第

三
は
、

ソ
速
は
共
産
主
義
国

で
す

か
ら
、
戦
略

的
な

要
清
が
あ
れ
ば
、
資
源
を
優
先
的

に
石
油
開
発
に
配
分
す

る

こ

と
が
で
ぎ
る
わ
け

で
す
。
そ
う

い
う
わ
け
で
数
百
万
バ
レ

ル
/

口
も
輸
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
事
態

を
戦
略
的
に
避
け

る

こ

三
番
目
に

O
P
E
C
の
生
産
見
通
し
で
す
が
、
多
く
の
見
通

し
が

一
九
八

五
年
頃

の
O
P
E
C
全
体

の
供
給
能
力
を
四
千

五

百
万
.ハ
レ
ル
/

日
と
み
て
い
る
わ
け

で
す
。
私
の
予
測
で
は
四

千
四
百
万
.バ
レ
ル
で
、
ほ
ん
の
ち

ょ

っ
と
だ
け
ほ
か
の
見
通
し

よ
り
は
低
め
で
す
。
問
題
は
サ
ウ
ジ

ア
ラ
ビ
ア
の
供
給
能
力

の

予
測
な
の
で
す
。
私

の
予
想

で
は
、

一
九

八
五
年
に
大
体
千
三

O
P

E
C
の
生
産
見
通
し

と
は
間
違

い
な

い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。

こ
の
三
つ
の
理
由

で
、
私
は

ソ
連

の
石
油
輸
入
は

一
九

八
五
年

で
は
そ
れ

ほ
ど
大

き
く
は
な
ら

な

い
、
と
考
え
る
わ
け

で
す
。
イ
ラ
ン
や
イ

ラ
ク

か
ら
、

い
ま

で
も
天
然
ガ
ス
や
石
油

を
輸
入
し
て
い
ま
す
が
、

こ
う
し
た
輸

入
は
も
ち
ろ
ん
今
後
と
も
続
く
が
、

一
方
輸
出
も

か
な
り
続
く

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
う
い
う
こ
と
で
八
五

年
の
共
産
圏

の
愉
出
入
予
測
は
悪
く

て
ブ

ラ
ス
・
マ
イ
ナ
ス
・
ゼ

卩
、
う
ま
く

い
け
ば

一
日
当
た
り
百
万
バ

レ
ル
、
年
間
五
千
万

ト
ン
程
度

の
輸
出

の
維
持
が
可
能
な

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
、

と
み
て
い
る
わ
け

で
す
。

悲
観
論
、
楽
観
論
の
あ

い
だ
の
差

は
、
ご
く

一
部
の
も

の
を

除
い
て
、
そ
う
あ
ま
り
な
い
の
で
す
。

一
番
楽
観
的
な

の
は
I

T
C
報
告

で
す
が
、
こ
れ
は
ア
メ
リ
カ
の
石
油
生
産
を
非
常

に

ぼ
く
み
て

い
ま
す
。

一
九
八
五
年

の
生
産
を

一
日
当
た
り
千
十

万
な

い
し

二
千

二
百
四
十
万
と
み
て

い
る
わ
け
で
す
。
上
限

の

二
千
二
百

四
十

万
は
、
ど
う
み
て
も
考
え
ら
れ
な
い
数
字
な

の

で
す
。

こ
の
よ
う

に
大
き
な
数
字
だ

と
、

ア
メ
リ
カ
の
石
油
輸

入
は
ゼ

卩
に
近
く
な
る
と
い
う
こ
と
で
す
か
ら
、
相
当
問
題

が

あ
る
と
い
う

こ
と
で
す
。
ま
た
、

ソ
連

の
石
油
輸
入
に
つ
い
て

は
C
I
A
だ
け
が
非
常
に
悲
観
的
な
見
方
を
し
て
お
り
ま
す
。

い
ず
れ
に
し

て
も

I
T
C
と
C
I
A
の
予
測
は
楽
観
論
、
悲
観

論

の
両
極
端

で
す
。

(8)
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百
万
か
ら
千

四
百
万
.ハ
レ
ル
と
み
て
い
る
わ
け
で
す
が
、
I
T

C
報
告
等
は
、
八
五
年
で
二
千
万
バ

レ
ル
、
九
〇
年
で
二
千
百

万
.バ
レ
ル
と
、
上
限
を
非
常

に
大
き
く
み
て

い
る
わ
け
で
す
。

O
E
C
D
そ

の
他

の
見
通
し
は
、
ほ
ぼ
私

の
と
同
じ
で
す
。

サ

ウ
ジ
ア
ラ
ビ

ア
が

一
九
八
五
年
に

一
日
当

た
り
二
千
万
バ

レ
ル

も
増
産
す
る
こ
と
は
現
状

で
は
考
え
ら
れ
な

い
と
思

い
ま
す
。

私
、
今
年

の
二
月

に
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ

ア
へ
行
ぎ
、

ト
ル
キ
石

油
次
官
と
か
、

タ

ヘ
ル

・
ペ
ト

ロ
ミ
ン
総
裁
か
ら
、

サ
ウ
ジ
の

石
油
生
産
政
策

に

つ
い
て
い
ろ
い
ろ
き

い
た
わ

け

で

す

が
、

「
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
の
現
在
承
認
さ
れ
た
開
発
計
画
は
、
八
四

年
ま
で
に
千

三
百
五
十
万
。ハ
レ
ル
/

日
で
あ
る
が
、
長
期

に
わ

た
っ
て
連
続
し
て
生
産

で
ぎ
る
生
産
量
は
千

二
百
万
バ
レ
ル
/

日
で
は
な
い
か
」
と

い
う
話
で
し
た
。
今
年

の

一
月
末
頃
、

シ

コ
レ
ジ
ソ
ジ

ャ
ー
米

エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
長
官

の

「
サ
ウ
ジ
は
千

二

百
万
.ハ
レ
ル
/

口
く
ら

い
し
か
生
産
で
き
な

い
の

で

は

な

い

か
-
と
い
う
話
が

「
ニ
ュ
:

ヨ
ー
ク

・
タ
イ
ム
ズ
」
に
載

っ
て

い
ま
し
た
。
専
門
家

の
見
方
は
大
体

こ
の

へ
ん
で
ほ
ぼ

一
致

し

て
い
て
、
I
T
C
報
告
の
二
千
万
バ

レ
ル
/

日
と
い
う
の
は
、

あ
ま
り
に
も
過
大
す
ぎ
る
と
思
う
わ
け

で
す
。

4
,う
ひ
と

つ
、

I
T
C
報
告
は
イ
ラ

ソ
の
供
給
能
力
を
上
限

で

一
千
万
バ

レ
ル
/

日
く
ら
い
に
み
て

い
る
わ
け
で
す
。
イ
ラ

γ
は
昨
年
も
見
通
し
を
下
方
修
正
し
ま
し
た
が
、
現
在
の
生
産

能
力
は
約
六
百

五
十
万
バ
レ
ル
/
日
で
す
。
私

は
、

一
九
八
五

年

の
生
産
能
力
も
あ

ま
り
こ
れ
と
蓬
が
な

い
と
み
て
い
る
わ
け

で
す
。

イ
ラ
ン
は
、
い
ま
す

で
に
水
と
か
ガ

ス
を
圧
入
し
て
生
産
能

力
を
維
持
し
て

い
る
状
態
で
す
か
ら
、
今
後

の
増
産

の
余
地
は

非
常
に
少
な

い
と
思
わ
れ
ま
す
。

長
期
的

に
期
待
が
持
て
る
の
は
イ
ラ
ク
で
し
て
、
生
産
能
力

は
、
い
ま
の
三
百
万
。ハ
レ
ル
/
日
か
ら
長
期
的

に
は
五
百
万
パ

四
番
目
の
非
O

P
E
C
石
油
の
供
給

で
す

が
、

北

海

は

今

年
の
生
産
が
百
万
バ

レ
ル
を
越
え
て
お
り
ま
し
て
、
長

期
的
に

非

O
P
E
C
の
石
油
供
給

レ
ル
/

日
を
越
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ア
ブ
ダ
ビ
、

ア

ラ
ブ
首
長
国
速
邦

で
、
現
在
の
二
百
三
十
万
.ハ
レ
ル
/
日
が
、

う
ま
く

い
け
ば

三
百
万
,バ
レ
ル
/
日
前
後
ま
で
ふ
え
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

こ
う

い
う

こ
と
で
、
私
は
、
八
五
年

の
O
P
E
C
の
生
産
能

力
は
上
限
が
四
千

四
百
万
バ

レ
ル
/
日
、

一
九
九
〇
年
で
四
千

五
苜
万
バ

レ
ル
/

日
、
と
い
う
予
想
を
し
て
い
る
わ
け
で
す
。

C
I

A
が
上
限
で
四
千
五
百
四
十
万
、

W
A
E
S
が
四
千

五
百

万
、

ア
メ
リ
カ
の

エ
ネ

ル
ギ
ー
省
は
三
千
九
百
万
と
そ
れ

ぞ
れ

予
測

し
て
い
ま
す
。
内
訳
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
ほ
ど
大

き
な

差
は
な

い
の
に
対
し
、
楽
観
論

の
代
炎

で
あ
る
ー
T

C
は

六
千

面
万
と
予
想
し
て
い
る
わ
け
で
す
q

サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
の
現
在

の
牛
産
政
策
は
、
長
期
的
な
資
.源

の
保

護
、
特
に
、
石
油

の
回
収
率
を
ふ
や
す
よ
う
な
考
え
方

を

基
本

に
し
て
い
る
わ
け

で
す
。
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
は
こ
れ
ま
で

軽
質

油
の
生
産
量
が
非
常
に
高
く
、
峰
年
・実
績
で
は
八
割

が
軽

質
油

で
、
重
質
油

は
二
割
だ
っ
た
わ
け
で
す
Q
と
こ
ろ
が
、

サ

ウ
ジ

ア
ラ
ビ
ア
の
埋
並胤
凡里
は
、
軽
質
油
が
五
五
%

で
、
重
胼貝
油

が
四

五
%
と
な

っ
て
い
る
わ
け
で
す
。

ヤ

マ
ニ
石
油
相
は

「
理
想
と
す
れ
ば
、

こ
の
割
合
で
生
産
し

た
い

 
と
い
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

一
挙

に
そ
こ
ま

で
持

っ

て
い
く
と
い
う
の
は
不
可
能
な
の
で
、
今
年

か
ら
六
五
対

三
五

の
比
率

で
生
産
を
す
る
よ
う
に
、
と

い
う
指
導

を

し

て

い

ま

す
。

こ
の
点
が
関
連

し
ま
し
て
、
重
質
油
が
売

れ
な
け
れ
ば
、

サ
ウ
ジ
と

い
え
ど
も
大
幅
な
増
蘆
が
し
に
く

い
、
と
い
う

問
題

が
出

て
き
て
い
る
わ
け

で
す
。

は
四
百
万
バ

レ
ル
ま
で
増
産

で
き
る
、
と

一
応
み
ら
れ

て
い
ま

す
。
と
こ
ろ
が
、
北
海
と
い
え
ど
も
、
現
在
生
産
し

つ
つ
あ
.る
油

田
の
生
産

の
ピ
ー
ク
は
、
来
年
か
ら

一
九
八
二
年

に
か
け

て
く

る

の
で
、

一
九
八
五
年
で
は
、
現
在
ま
だ
生
産
さ
れ
て
い
な

い

油
田
を
勘
定

に
入
れ
な
け
れ
ば
、

一
日
当
た
り
四
百
万
.ハ
レ
ル

の
生
産
は
む
ず

か
し
い
わ
け
で
す
。
私
が
四
百
万
と
み
て
い
ま

す

の
は
、
今
後
も
そ
う

い
う
油
田
が
見

つ
か
る
で
あ
ろ
う
、
と

い
う
前
提
に
立

っ
て

い
ま
す
。
た
だ
ひ
と

つ
心
配
な

の
は
、

ノ

ル
ウ

ェ
ー
が
経
済
を
加
熱
し
た
く
な
い
と

い
う
こ
と
で
、
新
鉱

区
を
開
放
せ
ず
、
実
質
上

の
生
産
制
限
を
し
て
い
る
点
で
す
。

イ
ギ
リ
ス
も
、
今
年

か
ら
新
し
い
鉱
区
の
開
放
を
で
き
る
だ
け

少
な
く
す
る
、
と
い
う
似
た
よ
う
な
政
策
を
と
り

始

め

ま

し

た
。
で
す
か
ら
、
北
海

の
供
給
に
つ
い
て
も
予
想
を
下
回
る
可

能
性
が
か
な
り
強

く
な

っ
て
ぎ
て
い
ま
す
。

メ
キ
シ

コ
は
か
な

り
有
力
な
よ
う

で
、
能
力
か
ら
い
え
ば
中
・

東
産
汕
国
並
み
と

い
わ
れ
ま
す
が
、

メ
キ
シ
コ
の
大
統
領

の
話

と
か
、
ペ

メ
ッ
ク
ス
と
い
う
国
営
石
油
会
社
の
総
裁
の
話

か
ら

想
像
し
ま
す
と
、

一
九
八
五
年

に
は
二
百
万
.バ
レ
ル
な

い
し
二

百
五
十
万
。ハ
レ
ル
、す
な
わ
ち
現
在

の
イ
ラ
ク
、
ク
ウ

ヱ
ー
ト
、

ア
ブ
ダ
ビ
並
み
の
大
産
油
国

に
な
る
可
能
性
も
あ
る
、
と

い
う

感
じ
が

い
た
し
ま
す
。

そ
の
他

の
地
域
で
の
非
O
P
E
C
.石
油

の
供
給
は
あ
ま
り
た

い
し
た

こ
と
は
な

い
の
で
は
な

い
か
、
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

そ
う

い
う

こ
と
か
ら
み
ま
す
と
、
悲
観
論
、
楽
観
論

の
中

で

か
な
り
前
提
が
お
か
し
な
も

の
が
あ
る
わ
け
で
、

こ
れ
ら
の
前

提
を
調
整

し
ま
す
と
、
悲
観
論

で
あ
る
C
I
A
が

一
九
八
〇
年

代

の
初

め
に
も
石
油
供
給
が
不
足
す
る
可
能
性
が
あ
る
と

い
う

の
は
、

一
九
八
五
年
よ
り
遅
れ
る
の
で
は
な

い
か
と
予
想
さ
れ

ま
す
。

逆
に
、

冖
九
九
〇
年

ま
で
大
丈
夫
だ
と
い
う
米
国
議
会

調
査
班
の
予
測

は
、

サ
ウ
ジ
み
、
の
他

の
調
整
を
し
ま
す
と
、
八

(9)
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五
年
頃

に
は
供
給
が
タ
イ
ト
化
す
る
可
能
挫
も
出
て
来

る
わ
け

で
、
両
方
に
共
通
点
が
雄

て
く

る
よ
う

に
も
思
え
ま
す
。

そ
れ
で
は
、
私
の
見
通

し
は
ど
う
か
と
い
う

こ
と
で
す
が
、

結
論
と
し
て
は
、
八
五
年

は
大
丈
夫

で
、
九
〇
年

に
は
需
給
ギ

ャ
ッ
プ
が
生
ず
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
、
と

い
う
計

算

に
な

る
わ
け
で
す
。

一
九

八
五
年

の
石
油
需
要

が

一
日
当
た

り
六
千

二
百
万
、ハ
レ
ル
/
日
か
ら
六
千
六
百
万
バ

レ
ル
/

日
、

非

O
P
E
C
石
油
の
供
給
量

は
合
計
二
千
五
百
万
.ハ
レ
ル
余
に

な

り
ま
す
。
共
産
圏
か
ら
の
輸

入
が
依
然
と
し
て
百
万
.バ
レ
ル

と
し
ま
す

と
、
O
P
E
C
石
油

の
必
要
量
が
三
千

五
百
万
。ハ
レ

ル
/

日
か
ら
四
千
万
.ハ
レ
ル
/

日
に
な
り
、
そ
の
と
き

の
O
P

E
C
の
供
給
能
力
が
四
千
万
.ハ
レ
ル
/
日
か
ら
四
千
四
百
万
.ハ

レ
ル
/

日
で
す
か
ら
、
石
油

の
供

給
不
足
は
生
じ
な

い
計
算
に

は
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
O
P
E
C
石
油
必
要
景
が
最
大

の
場

合
、
す
な

わ
ち
、
石
油
需
要

の
伸

び
が

「
番
大
き
く
て
、

非
O

P
E
C
.石
油
の
供
給
燉
が
少
な

い
ケ
ー
ス
で
は
四
千
万
.ハ
レ
ル

/

日
の
需
要

に
対
し
て
、
供
給
能
力
は
四
千
二
十
万
バ

レ
ル
/

日
と

い
う

こ
と
で
す
か
ら
、

こ
の
場
合
に
は
、
か
な
り
ひ

っ
f

く
す

る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。
逆
に
需
要
の
伸
び
が
低

い
場
合

と
、

O
P
E
C
の
供
給
能
力
が
大
き

い
場
合
を
比

較

し

ま

す

と
、
か
な
り
大
幅
の
供
給
余
力
が
あ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

い

ず
れ

に
し
て
も
八
五
年
で
は
、
ま
ず
大
丈
夫
だ
、
と

い
う
感
じ

で
あ

り
ま
す
。

一
九
九
〇
年
に
な
る
と
、
石
油
需
要
が
六
千
七
百

万
バ

レ
ル

/

日
か
ら
七
千
三
百
万
.ハ
レ
ル
/

日
と
な
り
、
ま
た
非

O
P
E

C
石
油

の
供
給
鍛
も
か
な
り
増

加
し
ま
す
。
共
産
圏

の
輸
出
入

が
ゼ

ロ
に
近
く
な
る
と
仮
定

し
ま
す
と
、
O
P
E
C
石
油

の
必

要
量
三
千

八
百
万
.バ
レ
ル
/
日
か
ら
四
千
六
百
万
バ

レ
ル
/
日

に
対

し
て
、
供
給
能
力
が
四
千
百
万
バ
レ
ル
/
日
か
ら
四
千
五

百
万
.バ
レ
ル
/
目
と
い
う
計
算

に
な
り
ま
す
。
し
た
が

っ
て
、

こ
う

い
う
数
字
を
み
て
も
、
本

日
の
主
要
な

テ
ー

マ
で
あ
る

葭
業

構
造
と
関
係
が
非
常

に
深

い
、
と
い
う
こ
と
が

お
わ

か
り

い
た

だ
け
る
と
思
い
ま
す
。

ま
ず
、

こ
の
計
算

の
前
提

に
な

っ
て
い
ま
す
の
は
、
原

子
力

と
か
、
太
陽
熱
そ
の
他

の
代
替

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
供
給
を
極

大

に

す
る

と

い
う

こ
と
で
す
。
そ
れ

で
不
足
す
る
分
を
石
油

で
ま
か

な
う
、

と
い
う
計
算
を
い
た
し
ま
す
。
そ
の
場
合
、
非

O

P
E

C
石
汕

の
生
産
を
極
大

に
し
て
、
ど
う
し
て
も
足
り
な

い
も

の

を
O

P
E
C
石
油
で
ま
か
な
う
わ
け

で
す
。
そ
う

い
う

こ
と
か

ら
み
て

お
わ
か
り
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
代
替

エ
ネ

ル
ギ

ー

の

開
発
、

供
給

の
増
加
が
大
切

で
す
。
同
時

に
、

エ
ネ

ル
ギ

ー
需

要

の
抑
制

と
か
、効
率
的
な
使
用
も
非
常

に
重
要
で
あ
る
、
と
い

う
こ
と

で
す
。
産
業
構
造
そ
の
も

の
が
、
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
型

に

な
れ
ば

、

エ
ネ
ル
ギ
:
需
要

の
仲
び
は
当
然
少
な
く
な

り
ま
す

需
給
試
算
の
前
提
要
因

O
P
E
C
石
油
の
必
要
量
が
小
さ

い
場
合
は
供
給

不
足

の
問
題

は
な

い
わ
け
で
す
。
こ
う
い
う

ケ
ー
ス
も
十
分
あ

り
得

ま
す
。

可
能

性
と
し
て
は
、
O
P
E
C
石
油

の
必
要
量
の

大

き

い
場

合
、
す
な

わ
ち
看
油
需
要

の
伸
び
が
大
き
い
場
合

で
、

か

つ
、

非
O

P
E
C
石
油
の
供
給
が
少
な

い
場
合
、
あ

る
い
は
代
替

エ

ネ

ル
ギ
ー

の
供
給
が
少
な

い
場
合
な
ど

い
ろ
い
ろ
な

ケ
ー

ス
が

あ
り
ま
す
が
、
そ
う
し
た
場
合
、
計
算
上
は
石
油
の
供
給
が
不

足
す

る
可
能
性
が
出
て
ぎ
ま
す
。

こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
計
算
上

の
問

題
で
す
か
ら
、
現
実

に
そ
う
な
る
と
申
し
上
げ
て

い
る
わ

け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
計
算

の
裏

に
は
多
く

の
数
字
を
積

み
上

げ
て
あ

る
の

で
す
が
、
結
果
的

に
は
ど
ち
ら
か
と

い
え
ば
、
悲

観
論
と

楽
観

論

の
中
間
、
楽
観
的
悲
観
論
と

い
う
の
が
、
私

の
結

論

に

な

っ
た
わ
け
で
す
。

し
、

O
P
E
C
石
油
に
対

す
る
需
要
も
減
る
と
い
う

こ
と
で
、

将
来

の
石
油
供
給

の
不
足

に
よ
る
石
油
価
格
の
高
騰
や
経
済
的

混
乱
を
防
ぐ

こ
と
が
で
き

る
の
で
は
な
い
か
、
と
思

い
ま
す
。

次
に
、

こ
の
よ
う
な
長
期

の
長
通
し
に
立

っ
て
、
O
P
E
C

の
価
格
戦
略
、
石
油
価
格
が
ど
う
な
る
だ
ろ
う
か
、

と

い
う

こ

と

で
あ
り
ま
す
。
七
三
年
、

O
P
E
C
が
原
油
価
格
を

五
倍
に

引
上
げ
、

メ
ジ
ャ
ー
か
ら
原
油
価
格

の
支
配
権
を
奪

っ
た
直
後

は
、

O
P
E
C
も
世
界
経
済

の
不
況
な
ど
の
要
因
等

に
つ
い
て

は
あ
ま
り
考
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
七
四
年
に
O
P
E
C
が
考
え

ま
し
た
の
は
、
世
界
の
イ

ン
フ
レ
に
よ
っ
て
、
彼
ら
の
石
油
外
貨

の
購
買
力

が
低
下
し
て
お
り
、

こ
れ
を
補
て
ん
す
る
た

め
に
値

上
げ
が
必
要

で
あ
る
、
と

い
う
考
え
方
で
あ

っ
た
わ
け

で
す
。

七
四
年
は
、
世
界
経
済
が
大
不
況

に
陥
り
、
石
油
需
要
も
大
輌

に
低
下
し
た
の
で
す
が
、
Q
P
E
C
は
三
回
に
わ
た

っ
て
値
上

げ
を
行

い
ま
し
た
。
七
三
年
末

に
五
倍
、
七
四
年

に
は
小
幅

に
、

三
十

セ
γ
卜
程
度
ず

つ
三
回
上
げ

た
わ
け
で
す
。

世
界
経
済

の
こ
と
を
あ
ま
り
考
え
な
か
っ
た
O
P
E
C
も
、

毆
界
経
済
が
不
況
に
な
り
、
イ

ン
フ
レ
が
促
進
す
る
と
、
彼
ら

が
輸
入
す
る
工
業
製
品
価
格

の
大
幅
上
昇
と
い
う
波

に
お
そ
わ

れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
こ
の
結
果
、
産
油
国
の
イ

γ
フ
レ
も

大
幅

に
上
昇

し
て
、
年
率

三
〇
%
、
国

に
よ
っ
て
は
四
〇
%
も

上
昇
す
る
と

い
う

こ
と
が
わ
か

っ
て
き
ま
し
た
。

一
方
、
非
産

油
L
D
C
の
累
槙
債
務
が

二
千
億
ド

ル
に
も
な
る
、
と

い
う
よ

う
な
状
況
で
す
か
ら
、
産
油
国
と
い
え
ど
も
世
界
経
済

の

一
員

で
あ
る
と

い
う
意
識
が
、
現

在
で
は
非
常

に
強
く
な

っ
て
お
り

ま
す
。
そ
し
て
、
世
界
の
石
油
需
給
は
短
期
的
に
は
大
幅

に
緩

和

し
て
い
ま
す
。
私
の
推
定

で
は
、

O
P
E
C
の
供
給
能
力

は

↓
口
当
た
り
三
千
六
百
五
十
万
。ハ
レ
ル
に
達
し
て
い
ま
す
。

O
P
E
C
の
現
在
の
生
産
量

は
二
千
八
百
五
十
万
バ

レ
ル
く

ら
い
で
、
相
当
の
供
給
余
力
が
あ
る
と
い
う
状
況
に
な

っ
て
お

(10)
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り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
短
期
的

に
は
O
P
E
C
も
値

上
げ

は

非
常

に
む
ず

か
し
い
。
し
か
し
、
数
日
前
で
す
が
、
ヤ

マ
ニ
石

油
相

が
「現
在

の
供
給
過
剰

は
来
年
末
に
は
な
く
な
り
、
りて
れ
か

ら
パ

ラ

ソ
ス
し
た
状
態
が
数
年

続

い
て
、
八
〇
年
代

の
後
半
に

は
需
給

不
足
に
な
る
だ
ろ
う
」
と

い
う
話
を
し
た
と

い
う
外
電

が
人

っ
て
お
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

ヤ
マ
ニ
石
油
相

の

い
う
供

給
過
剰

の
二
百
万
.バ
レ
ル
/

日
ー

ア
ブ
ダ
ビ
の
オ

タ
イ
パ
石

油
相
は
三
百
万
バ
レ
ル
/
日
と

い
っ
て
お
り
ま
す
が
ー

の
根

拠

は
私
に
は
よ
く
わ
か
り
ま

せ
ん
。

三
千
六
百
五

十

万

の

う

ち
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
、

ア
ブ
ダ
ビ
、
ク
ウ

ェ
ー
ト
な

ど
は
、

生
産
制
限

の
た
め
凍
結

し
て

い
る
分
が
あ
り
ま
す
。

サ
ウ
ジ
ア

ラ
ビ

ア
が

一
日
当
た
り
千
五
十
万
バ
レ
ル
の
生
産
能
力

に
対
し

て
、
八
百
五
十
万
の
生
産
枠

を
設
定
し
て
い
ま
す
か
ら
、

一
H

当

た
り
二
百
万
.バ
レ
ル
の
能
力

が
凍
結
き
れ
て
い
る

こ
と
に
な

り
ま
す
。
さ
ら
に
、
ア
ブ
ダ
ビ
と

ク
ウ
ニ
!
ト
で
百
五
十
万
、

合
計
三
百
五
十
万
。ハ
レ
ル
の
能

力
が
凍
結
さ
れ
て

い

ま

す

か

ら
、
三
千

六
百
五
+
万
か
ら
三
百
五
十
万
引
い
た
三
千

一.冒

万

バ

レ
ル
が
有
効
生
産
能
力
と
な
り
ま
す
。
自
由
世
界

の
現
在

の

石
油
需
要
が

一
日
当
た
り
五
千

万
バ

レ
ル
で
、
非
O
P
E
C
、

焦
産
圏
か
ら

二
千
万
バ
レ

ル
を
輸

入
し
て
い
ま
す
の
で
、

O
P

E
C
石
油

の
需
要
量
を

↓
日
当

た
り
三
千
万

バ

レ
ル

と

み

れ

ば
、
三
百
万
。ハ
レ
ル
の
供
給
過

剰
で
あ
る
と
推
定
さ
れ

ま
す
。

た
だ
、

こ
こ
で
注
意
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、

ヤ

マ
ニ

石
油
相
が
、
来
年
に
は
供
給
過

剰
が
解
消
す
る
と
い

っ
て
い
る

の
は
、
凍
結
中
の
能
力
は
計
算
外

に
置

い
て
、

こ
の
三
百
万
.バ

レ
ル
の
供
給
過
剰
能
力
が
解
消

す
る
、
と
い
っ
て
い
る

の
で
は

な

い
か
と
い
う

こ
と
で
す
。

し
た
が

っ
イ丶

三
千
六
百

五
十
万
.ハ
レ
ル
/
日
の
能
力

全
体

が
供
給
過
剰
を
解
消
す
る
に
は
、

お
そ
ら
く

一
九

八
二
年

く
ら

い
ま
で
か
か
る
の
で
は
な

い
か
、
と
思

い
ま
す
。
原
油
価
格
も

古
屋

(時
事
通
信
)

ア
メ
リ
カ
で
は
省

エ
ネ

ル
ギ

ー
化
が

あ
ま

り
進

ん
で
い
な
い
と
考
え

て
い
い
の
か
。

質

疑

応

答

冖

一
九

八
二
年
頃
ま
で
は
、
実

質
価
格

で
の
値
上
が
り
は
あ
ま
り

な

い
の
で
は
な

い
か
、
と
思

い
ま
す
。
実
質
価
格

の
値

上
げ

と

い
う

意
味

は
、
世
界
の
イ

ン
フ
レ
率
を
上
回
る
原
油

の
値
上
げ

と

い
う
意
味
で
す
。

八
二
年
以
降
次
第

に
需
給
が
パ

ラ

ソ
ス
し

ま
す

と
、
原
油
価
格

の
値
上
が

り
も
イ

ソ
フ
レ
率
並

み

に
な
る

し
、

も

し
八
五
年
か
ら
九
〇
年

に
か
け

て
需
給
ギ

ャ
ッ
プ
が
生

じ
て
く

れ
ば
、
原
油
価
格
は
大
幅

に
値
上
が
り
す
る
可

能
性
が

あ
る
、

と
予
想
さ
れ
ま
す
。

こ

こ
で
眞
要
な
こ
と
は
、
石
油
危
機
と
か
、
石
油

の
供
給
不

足
と

い

っ
て
も
、
不
足
が
生
ず

る
時
期

は
非
常

に
短

い
と

い
う

こ
と

で
す
。
七
.二
年
の
石
油

シ

・
ッ
ク
の
と
ぎ
を
考
え
れ
ば
わ

か
る

よ
う

に
、
短
期
的
に
石
油

の
.需
要
が
供
給
を
上
回

る
と
、

最
初

に
現

わ
れ
る
現
象
は
原
油
…価
格

の
高
騰
で
す
o
原

油
価
…格
 

が
大

幅
に
価
上
が
り
し
て
匿
界
経
済
は
不
況
に
な
り
、

、石
油
需

要
が
低
下

し
て
、
需
給

は
縮
小
均
衡
し
ま
す
。
現
実

の
石
油

の

供
給

は
、
経
済
的
に
は
世
界
経
済

の
混
乱
と
か
、
不
況

と

い
う

形
で
現

わ
れ

て
く
る
の
で
は
な

い
か
、
と
思
い
ま
す
。

こ
う

い
う

よ
う
な
事
態
を
避
け

る
た
め
に
も
、
日
本

と
し
て

は
省

エ
ネ

ル
ギ
ー
と
か
、
代
替

エ
ネ

ル
ギ
ー
の
開
発

が
必
要
で

す
。

省

エ
ネ

ル
ギ
ー
と
か
、

エ
ネ

ル
ギ
ー
の
効
率
的

な
使
用
と

い
う

の
は
、
と
り
4
1な
お
さ
ず
産
業
構
造
を
省

エ
ネ

ル
ギ

ー
型

に
転

換

す
る
、
と
い
う
こ
と
で
す
。
将
来
は
、

エ
ネ

ル
ギ

ー
供

給

の
面
か
ら
も
、
産
業
構
造

は
変
革
を
迫
ら
れ
て
い
る

し
、
日

本
経

済

は
長
期
的
に
は
省

エ
ネ

ル
ギ

ー
型
の
産
業
構
造

に
な
る

こ
と

が
了
想
さ
れ
ま
す
。

牛
島

見
方
だ
と
恩
い
ま
す
が
、
短
期
的
に
は
そ
う

か
も
し

れ
ま

せ
ん
。
日
本
の
場
合
、

ご
承
知
の
よ
う
に
産
業
用

の
エ
ネ

ル
ギ

!
消
費
が
六
割
、

ア
メ
リ
カ
は
民
生
用
の

エ
ネ

ル
ギ
ー
消

費
が

六
割

で
、
自
動
車
用
の

ガ
ソ
リ
γ
消
饗
が
石
油
需
.要
で
は

五
〇
%

を
占
め
て
い
ま
す
。

そ

の
他
家
庭
用
の
暖
房
、

こ
れ
ば

燈
、
軽
油

も
あ
る
で
し
ょ
う
し
、
電
気
暖
房
も
け

っ
こ
う
普
及

し
て
お
り
ま
す
。
電
気
は

エ
ネ

ル
ギ
ー
の
転
喚

卩
ス
が
高

い
わ

け
で
す
。

ア
メ
リ
カ
は
そ
う

い
う
民
生
用
中
心

の

干
不
ル
ギ
ー

消
費
体

系

に
な

っ
て
お
り
ま
す

か
ら
、
日
本
の
よ
う

に
、
す
ぐ

省

エ
ネ

ル
ギ
ー
の
効
果
が
出

て
き

に
く
い
面
が
あ

る
の
で
は
な

い
か
、

と
思
い
ま
す
g

産
業

用
で
す
と
、
不
況

に
な

る
と
か
な
り
努
力
を
し
て
省

エ

ネ

ル
ギ

ー
化
が
進
み
ま
す
が
、
畏
生
用
の
場
合
、
大
型
車
が
す

ぐ
来
年

か
ら
小
型
車

に
な
る

と
い
う
形
に
は
な
ら
な

い
で
し
ょ

う
。

た
だ
、
長
期
的
に
は
自
動
車

の
小
型
化
や
燃
費
効
率

の
向

上
に
よ

り
、
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
型

に
な

っ
て
い
く

こ
と
は
間
違

い

な

い
と
思

い
ま
す
。

宵
屋

(
時
藍
通
俑
)

す

る
と
、
今
後
ア
メ
リ
カ
の
石
汕
需

要

の
伸

び
が
鈍
化
す
る
と

い
う
の
は
、
ア
メ
リ
カ
で
も
省

エ
ネ

ル
ギ

ー
が
進
む
と
い
う

こ
と

で
す
か
。

牛
島

一
九
八
五
年
頃
ま

で
は
、
あ
る
程
度
の
伸
び
が
み
ら

れ
、

八
五
年
以
降
の
伸
び
率

は
非
常
に
低
い
と
私
は
み
て
い
ま

す
。

た
と
え
ば
、
七
五
年

か
ら
八
〇
年
ま
で
の
伸
び

は
三

・
五

%
、

八
〇

年
か
ら
八
冗
年

は

一
・
五
%
。
七
五
年
か
ら
八
〇
年

が
大

き

い
の
は
、
咋
年
キ
ニ

咋
年

の
伸
び
が
大
き
か

っ
た
た
め

と
、

不
況
か
ら
の
回
復
過
程

で
あ

る
、
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま

す
。

八
五
年
か
ら
九
〇
年

は
約

一
・
三
%
と
、
か
な

り
低
下
す

る
だ
ろ
う
、
と
み
て
お
り
ま
す
。

佐

貫

(個
人
)

①
C
I
A
調
査

に
よ
る
ソ
連

の
生
産
力
低

下
の
理
由
と
し
て
、
油
層
が
悪

い
と
い
う
見
方
が
あ
.る
が
、
そ

(11)
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の
点

は
ど
う
か
。

②
米
国
が

一
九
七
五
年

エ
ネ
ル
ギ

ー
法

に
よ

っ
て
、
自
動
屯
の

燃
費
効
率
を

「
九
七
三
年

の
十
三

マ
イ
ル
か
ら
、

一
九
八
五
年

に
は
二
七

・
九

マ
イ

ル
/

ガ

ロ
ソ
に
も

っ
て

い
く
と
す
る
と
、

半
分
以
上
節
約

で
き
ま
す
か
ら
、
そ
の
比
率

が
非
常

に
大
ぎ
く

な
り
、
逆

に
ア
メ
リ
カ
の
需
要

の
伸
び
は
大
幅

に
鈍
化
す
る
の

で
は
な
い
か
。

③
軽
質
油
中
心
か
ら
亜
質
油
に
す
れ
ば
、

か
な
り
需
給
は
緩
和

で
ぎ
る
の
で
は
な

い
か
。
ま
た
、
中
国
原
油
あ

る
い
は
こ
れ
か

ら
闥
発
さ
れ
る
で
あ

ろ
う
ア
ジ
ア
地
域

の
電
質
油

に
つ
い
て
の

見
通
し
、
及
び
日
本
と
し
て
の
こ
れ
か
ら

の
対
応
。

牛
島

ソ
連

に
関
し
て
は
既
存

の
大
産
油
地
帯
、
す
な
わ
ち

西

シ
ベ
リ
ア
地
域
の
油
層

の
減
退
が
か
な
り
激

し
い
こ
と
は
事

実

の
よ
う
で
す
。
私
も
、

カ
ス
ピ
海

の
パ

ク
ー
油
田
の
現
場
に

行

っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、確

か
に
老
朽
化
が
ひ
ど
く
、
生
産

効
率
も
悪
い
。
成
熟

し
た
産
油
地
帯
は
確

か
に
そ

の
よ
う
で
す
。

た
だ
、

ソ
連

の
他

の
新
規
開
発
油

田
や
開
発
さ
れ
て
い
な
い

地
域

に
は
、
地
質
的
な
ポ
テ
ソ
シ
ャ
ル
の
高

い
所
が
多

い
こ
と

も
事
実
で
す
。
た
と
え
ば
、
石
油
が
出

て
く
る
可
能
性
の
あ
る

堆
積
盆
地
の
広
さ
は
た

い
へ
ん
な
も
の
だ
し
、

ソ
連

の
計
画
会

議
自
体
が
艮
期
的

に
は

一
日
当
た
り
千
七
百
万
.バ
レ
ル
と
か
、

千
八
百
万
.バ
レ
ル
ま
で
生
産
を
増
加
す
る
計
画
を
持

っ
て
い
る

わ
け
で
す
。
石
油
開
発
の
た
め
に
資
源
さ
え
動
員
す
れ
ば
、
あ

る
程
度
増
産
で
き
る
こ
と
は
間
違

い
な
く
、
油
暫

の
生
産
減
退

が
激
し
い
と
い
う
の
は
既
存

の
油
田
地
帯

で
、

ソ
連

の
将
来
を

み
る
場
合
に
は
、
新
幌

に
開
発
さ
れ
る
で
あ

ろ
う
産
油
地
帯
も

考
え
な
け
れ
ば

い
け
な

い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
、
と
い
う
感
じ

が
し
ま
す
。

米
国

に
つ
ぎ
ま
し
て
は
、
ご
指
摘

の
と
お
り
で
、
石
油
需
要

の
粐
分
近
く
が
ガ
ソ
リ

ン
で
す
か
ら
、
自
動
車

の
燃
費
効
率

の

改
善

に
よ
っ
て
、
か
な
り
節
減
で
き
る
と
思

い
ま
す
。

カ
ー
タ

ー
大
統
領
の

エ
ネ

ル
ギ
ー
計
画
で
も
、

一
九

八
五
年

に
ガ
ソ
リ

ン
需
要
を
、
現
在

に
比
し
て

一
〇
%
く
ら

い
減

ら
す
と

い
う
計

.画
が
立
て
ら
れ
て

い
る
わ
け
で
す
。
で
す

か
ら
、

カ
ー

タ
ー
の

エ
ネ

ル
ギ
ー
計
画
が
う
ま
く
い
け
ば
、

一
〇
%
程
度
、
ガ
ソ
リ

γ
の
需
要
を
引
ぎ

下
げ

る
こ
と
が
で
き
る

の
で
は
な
い
か
、
と

私
は
思
い
ま
す
。

い
ま
需
給
見
通
し
で
申
し
上
げ
た
の
は
、
軽
重
両
方
込
み
に

し
た
も
の
で
す
。

た
と
え
ば
、
汕
種
別
に
み
て
、
軽
質
油
だ
け

で
は
八
五
年
頃
に
は
不
足
す
る
よ
う
な
感
じ

に
な
り
ま
す
。
先

ほ
ど
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ

ア
の
軽
質
油
の
生
産
制
限

の
例
を
申

し
上

げ
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
軽
質
油
に
対
す
る
需
要
は
非
常

に
高

い

と

い
う
こ
と
で
、
軽
質
油

の
需
給
だ
け
を
み

る
と
、
よ
り
早
く

ひ
っ
ば
く
す
る
可
能
性

が
強
い
。
重
質
油
も
含

め

た

需

給

で

は
、

八
五
年
に
は
、
供
給
は
不
足
し
な

い
可
能

性
が
強

い
。
し

か
し
、
九
〇
年

に
は

不
足
す
る
可
能
性
も
あ

る
、
と
い
う

こ
と

で
す

か
ら
、
軽
質
油
、
重
質
油
別
の
需
給
見
通
し
は
非
常

に
重

要
な
点
だ
と
思

い
ま
す
。

中
国
原
油
に

つ
い
て
は
、
正
直

い
っ
て
将
来

ど
の
程
度
供
給

さ
れ

る
の
か
は

っ
き

り
わ
か
り
ま
せ
ん
。
わ

か
ら
な

い
と
い
う

意
味

は
、
中
国
原
油

に
関
し
て
は

↓
次
的
な
地
質
資
料
を
見
た

人
が
少
な
い
か
ら
で
す
。

い
ろ
い
ろ
な
人
が

い
ろ
い
ろ
な
予
想

を
出

し
て
お
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
デ
ー
タ
を
基
礎
に
し
な
い
推

定

に
す
ぎ
な

い
わ
け

で
す
。
現
在
の
推
定

で

は
、
生
産
量

が
年

間
九
千
万
ト
ン
、
す

な
わ
ち
百
八
十
万
バ

レ
ル
/

日
で
、

イ
ン

ド
ネ

シ
ア
程
度

の
産

油
国
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
将
来

生
産
が
ど
の
程
度

ふ
え
る
か
は
ま

っ
た
く
わ

か
り
ま
せ
ん
。
た

だ
、
中
国
側
が
い

っ
て
お
り
ま
す
の
は
、
現
在

の
大
慶
油

田
程

度

の
も
の
を
数
個
く
ら

い
見

つ
け
た

い
と

い
う

こ
と
で
す
。
大

慶
汕
田
の
生
産
量
も

は

っ
ぎ
り
し
ま
せ
ん
が
、

一
説
に
四
千
万

ト

ソ
と
い
う
説
が
あ

り
ま
す
。
四
千
万
ト
ン
の
油

田
が
五
個
見

つ
か
り
ま
す
と
、
二
億

ト

γ
、
四
百
万
。バ
レ

ル
/
日

で
す

か

ら
、

一
九
八
〇
年
頃

で
み
る
と
、
O
P
E
C
で

い
え
ば
イ
ラ
ク

並
み
の
大
産
油
国
に
な

る
可
能
性
が
あ
る

の
か
ど
う
か
、
不
明

で
す
。

た
だ
、
輪
出
で
き

る
数
景
は
、
そ
ん
な

に
大
ぎ
く
は
な

い
の

で
は
な

い
か
と
思

い
ま
す
。
中
国
は
十
億

の
人

口
を
抱
え
て
お

り
ま
す
し
、
農
業
生
産
も
非
常
に
重
要
で
す

か
ら
、
ト
ラ
ク
タ

ー
そ
の
他
、
い
ろ
い
ろ
な
意
味
で
の
石
油
需
要
が
必
要
な

こ
と

は
間
違

い
な

い
わ
け

で
す
。
輪
胤
余
力
と

い
う
点
で
は
、
は

っ

き

り
わ
か
り
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
そ
れ
ほ
ど
大
き
く
は
期
待
で

ぎ
な

い
の
で
は
な

い
か
、
と
思
い
ま
す
。

東
南
ア
ジ
ア
の
場
合
、
大
部
分
の
供
給
源
が
イ

ン
ド
ネ
シ
ア

で
す
が
、
現
在
の
生
産
能
力
は

一
日
当
た
り
百
七
十
万
バ
レ
ル

で
す
。
う
ま
く

い
け
ば

二
百
万
.ハ
レ
ル
程
度
ま

で
生
産
能
力
が

増
加
す
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
け
れ
ど
も
、
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
の
場

合
は
、
ミ
ナ
ス
油

田
を
除
き
ま
す
と
、
ほ
と
ん
ど

の
油
田
が
小
型

で
、
し
か
も
油

田
の
減

退
が
激
し
い
。

つ
い
数
年
前

に
開
発
さ

れ
た
油
田
で
も
、
現
在
す
で
に
減
退
期
に
入

っ
て
い
る
の
も
あ

り
ま
す
。
そ
う

い
う

こ
と
で
、
現
在

の
生
産
能
力
を
維
持
す
る

た
め
に
は
、
相
当
大
規
模
な
探
鉱
開
発

を
行

っ
て
、
新
し
い
演

田
を
見

つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
こ
ろ
が
石
油

シ
冠
ッ
ク

の
直
後
、
イ

γ
ド
ネ

シ
ア
側
が
石
油

の
利
権
契
約

の
条
伶
を
悪

く
し
た
の
で
、
七

三
年

か
ら
昨
年

の
初

め
ま

で
は
、
新
規
の
探

鉱
投
資
が
あ
ま
り
行
わ
れ
て
ま
せ
ん
。
そ
う

い
う

こ
と

か

ら

考
え
て
、
八
〇
年
代

の
初
期

に
は
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
の
生
産
能
力

が
低
下
す
る
可
能

性
が
あ
る
、
と
思

い
ま
す
。
八
〇
年
代
の
半

ば
頃

に
は
、
去
年

か
ら
復
活
し
た
探
鉱
投
資

の
成
果
が
現
わ
れ

て
、
イ
ソ
ド
ネ
シ
ア
の
生
産
能
力
が
ま
た
増
加
す
る
可
能
性
も

あ

り
ま
す
。
能
力

が
増
加
す
る
と

い
っ
て
も
、
現
在
の
百
八
十

(12)
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万
バ

レ
ル
/
口
程
度
ま
で
回
復
す
る
の
が
せ

い
ぜ

い
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
イ

γ
ド
ネ
シ
ア
そ
の
も
の
は
長
期
的

に
は
、
日
本

に
と

っ
て
は
重
要
な
供
給
源
で
す
が
、
そ
れ

ほ
ど
大
幡
な
増
産

は
期
待
で
き
な

い
と
思

い
ま
す
。
ア
メ
リ

カ
の
西
海
岸

に
も
、

イ

ン
ド
ネ
シ
ア
原
油
は
か
な
り
輸
出
さ
れ
る
わ
け

で
す
か
ら
、

ア
メ
リ
カ
と
日
本
が
分
け
合
う
形
に
な
る
と
思

い
ま
す
。

そ
う
い
う
こ
と
で
、
イ

ソ
ド
ネ
シ
ア
は
重

要
な
供
給
源
て
は

あ
る
が
、
非
常

に
大
幅
な
輸
入
噌
は
期
待
で
き
な

い
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
、
と
思

い
ま
す
D

佐
貫

(個
人
)

現
在
、

ソ
ビ

エ
ト
は
四
百
万
ド
ル
以
上
の

負
債
を
抱
え
、
千

二
百
八
十
億
ド
ル
に
及
ぶ
l

G
N
P
の

一

三
駕

に
達
す
る
1

軍
事
費
交
繊
を
し
、

し
か
も
燭
去
十
.
一年

問
、
生
活

レ
ベ
ル
を
横
ば

い
に
さ
せ
て

い
る
。
今
後
、
た
と
え

ば

一
九
八
五
年
ま
で
そ

の
生
活

レ
ベ

ル
を
横
ば

い
に
す
る
と
い

う
と
、
二
十
年
間
生
活

レ
ベ

ル
が
上
が
ら
な

い
こ
と

に
な
る
。

仮

り
に
こ
れ
か
ら
生
活

レ
ベ

ル
を
上
げ
る
と
す

る
と
、
か
な
リ

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
が
ふ
え
る
の
で
は
な

い
か
。
そ
の
場
合
、

共
産
圏
の
輪
出
が
百
万
、バ
レ
ル
程
度
で
き

る
の
か
。
逆

に
八
五

年
く
ら
い
に
、

マ
イ
ナ

ス
に
は
な
ら
な
く
て
も
ゼ

卩
く
ら
い
に

な
ら
な
い
か
。
そ
う

い
う

こ
と
は
、

こ
の
百
万
バ

レ
ル
輸
出

の

根
拠
の
中

に
入

っ
て
い
る
の
か
。
そ
れ
と
も

ソ
ビ

エ
ト
の
約

三

億

の
人
々
の
生
活

レ
ベ

ル
が
上
が
ら
な

い
、

と
考
え
て
い
る
の

か
Q牛

島

そ
れ
ほ
ど
精
度

の
高

い
推
定

で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
さ

っ
き
理
由
を
三
つ
申
し
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
そ
う

い
う
恨
拠

か

ら
ソ
連
が

一
九
八
五
年

に
三
百
五
十
万
な

い
し
四
百

五
十
万
も

輪
入
す
る
こ
と
ば
な

い
だ
ろ
う
、
と
い
う

こ
と
で
す
。

ソ
連
の
場
合

に
は
、
世
界
で
最
も
大
き
な
石
炭

の
埋
蔵
量
が

あ
り
ま
す
し
、

エ
ネ

ル
ギ
ー
資
源
保
有
国
と
し
て
長
期
的
な
心

配
は
要
ら
な

い
と
思

い
ま
す
。
内
需

の
面

で
み
ま
す
と
、

エ
ネ

ル
ギ

ー
供
給
増
加
の
必
要

が
あ
れ
ば
、
で
き

る
だ
け
石
炭
を
使

う
政
策
を
と
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
そ
れ
で
石
油
輸
入
を
減
ら

す

こ
と
が
、
も
ち
ろ
ん
で
き
ま
す
か
ら
、
私
は
C
I
A
報
告
が

い
う

よ
う
に
は
、
ソ
連

の

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
将
来
を
悲
観
的

に
は

み
て

お
り
ま
せ
ん
D

伊
藤

(東
京
新
聞
)

八
〇
年
、
八
五
年
を
展
望
し
て
、
日

本

の
石
油
輸
入
の
経
路
、

メ
ジ
ャ
ー
経
由

で
ど

の
く
ら

い
、
D

D
原
油
が
ど
の
く
ら

い
、

G
G
原
油
が
ど
の
く
ら

い
に
な
る
の

か
、

お
よ
そ
の
見
通
し
を
.尓
し
て
い
た
だ
き
た

い
。

牛
島

そ
の
見
通
し
は
非
常
に
む
ず
か
し

い
の
で
す
が
、
現

状

で
は
、
国
際
石
油
会
社
経
由
で
凵
本
が
輸
入
し
て
い
る
原
汕

が
大
体
七
〇
%
、

D
D

(産
油
国
か
ら
直
接
買
う
油
)
と

G
G

肪
政
府
間
協
定
に
基
づ
く
輸
入

(例
、
中
国
原
油
、
イ
ラ
ク
原

油

の

一
部
)
を
合
わ

せ
ま
す
と
、
大
体
二
〇
%
弱

で
、
残

り
の

一

〇
%
弱
が
開
発
原
油
ー

ア
ラ
ピ
ア
石
油
な
ど
日
本
企
業

が
開

発
し

た
り
、
投
資
を

し
た
り
し
て
買

っ
て
い
る
油
ー

で
す
。

一
九
八
五
年
頃

に
は
、

メ
ジ
ャ
ー
経
由
は
五
〇
%
く
ら
い
に

シ
ェ
7
が
低
下
す
る

の
で
は
な
か
ろ
う
か
、
と
思

い
ま
す

。
そ

の
理

由
は
、
産
油
国

が
産
油
部
門
を
国
有
化

し
て
、
み
ず

か
ら

消
費

国
に
原
油
を
販
売

を
す

る
政
策
を
と

っ
て
い

る

か

ら

で

す
。

メ
ジ
ャ
ー
と

い
え
ど
も
、
現
在
、
原
油

の
自
給
率

は
非
常

に
低

く
な
っ
て
い
ま
す

。
現
在
で
は
、
す

べ

て

の

メ
ジ
ャ
ー

が
、

石
油
の
精
製
能
力

に
対
し
て
、
自
分
で
生
産

し
て

い
る
油

の
割

合
は

一
〇
〇
%
以

下
と
な

っ
て
お
り
、
残

り
は
、
産

油
国

か
ら
原
油
を
買

っ
て
補

充
し
て
い
る
わ
け

で
す

。
長
期
的
に
は

石
油

需
給
が
ひ
っ
ば

く
す
る
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
と
、
自

分
の
子
会
社
に
優
先
し

て
供
給
す
る
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま

す
。

メ
ジ
ャ
ー
の
子
会

社

の
精
製
販
売
能
力
が
日
本

で
約
五
〇

%

で
す
か
ら
、
最
低

五
〇
%

は
メ
ジ
ャ
ー
が
供
給

し
て
く
れ
る

の
で
は
な
い
か
、
と

い
う
期
待
で
す
。

一
方
、
凵
本

の
斑
族
系
の
企
業
が
、

み
ず
か
ら
産
油
国
に
行

っ
て
石
油
を
買
う
努
力
を
行

い
、
次
第

に
D
D
の
割
合
が
高
ま

る

こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
事
実
、
日
本
市
場
で
は
直
接
取
引

の
割
合
が
急
速
に
高
ま

っ
て
お
り
ま
し
て
、

[
九
七
二
年
に
D

D
原
油

の
罰
An
が
わ
ず

か

一
・
五
%
だ

っ
た
も

の
が
、
昨
年

は

二
〇
弩
と
大
幅

に
増
加

い
た
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
割
合
が

一

九

八
五
年
頃
に
は
D
D
原
油
と
G
G
を
合
わ
せ
て
四
〇
%
く
ら

い
に
な
る
の
で
は
な

い
か
、
と
思

い
ま
す
。
残
り
の

冖
○
%
が

開
発
原
油

に
な
る
の
で
は
な

い
か
、
と
予
想

し
て

い
ま
す
9

地
城
的

に
は
、
中
東

か
ら
は
現
在
七
七
%

を
輸

入
し
て
お
り

ま
す

が
、

こ
の
罰
合
は
、
そ
う
大
幅

に
低
下
し
な

い
の
で
は
な

い
か
、
と
思
い
ま
す
。

と
申
し
ま
す
の
は
、
さ

っ
き
申
し
ま
し

た

よ
う

に
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ

ア
、

ア
ブ
ダ
ビ
、

イ
ラ
ク
か
ら
の

石
油
輸
入
が
量
的
に
は
増
加
を
す
る
と
い
う

こ
と
で
、
中
東
依

存

度
は
現
状
の
ま
ま
推
移
す
る
か
、
悪
く
す
れ
ば
増
す
可
能
性

も
あ

り
得
る
と
思

い
ま
す
。

カ
ー
ン

(
ニ
ュ
ー
タ
イ

ム
ズ
)

日
本

の
油
田
開
発
の
現
状

と
今
後

の
見
通
し
に

つ
い
て
。

牛
島

日
本
も
石
油
開
発

に
力
を
注
ぐ
と
い
う
政
策
で
す
。

昭
和

三
十
七
年
頃

に
通
産
省
が
出
し
た

エ
ネ

ル
ギ
ー
政
策

の
目

.襟

の
中
に
も
、
珊
油
開
発
、

こ
れ
を

ウ
自

主
闇
発
ク
と
い
っ
て

お
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
自

主
開
発

に
努
力
す

る
政
策
を
打
ち
出

し

て
い
ま
す
。
そ
れ
で
石
油
開
発
公
団
を
作

り
、
圏

の
資
金
を

民
間
企
業
に
貸
し
付
け
た
り
、
あ
る
い
は
資
本
出
資
を
や
り
ま

し

て
探
鉱
開
発
に
非
常

に
努
力
し
た
わ
け
で
す
。
現
在

の
と

こ

ろ
、
石
油
開
発
会
社
と
し

て
大
ぎ
な
成
功

を
お
さ
め
た
の
は
、

ご
承
知
の
ア
ラ
ビ

ア
石
油
、
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
石
油

の

ほ

か

に

五
、

六
社
あ
り
ま
す
。

当
初
政
策
目
標
は
、

一
九
八
五
年
頃

に
日
本
が
必
要
と
す
る

(
16
ペ
ー
ジ
へ
)
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レ ス トラ ン ・ メ ニ ュ ー

APPETIZERS

小海老の カクテル

蟹のつめパター焼

SOUPS

ポ タ ジ ュ

オニオ ングラタン

SEA-FOOD

600円

800円

250円

350円

鮭 の 爛 製

ビ ヤ ー サ ラ ミ

コ ン ソ メ

900円

300円

250円

車海老のフライ

鮭 の 網 焼 き

600円

700円

車 海 老 トマ トソー ス煮

舌平 目ホ ー レ ン草 敷 グ.〃 ン

700円

700円

CHARCOALBROILER

サ ー ロ イ ン ス テ ー キ

ハ ム ス テ ー キ

グ リル チ キ ソ

SALADS

ハ ー トレ タ ス

ト ス サ ラ ド

ENTREE

3,000円

1,500円

700円

400円

400円

フ フ ン ク7ル トソー セ ー ジ

サ ワー ク ラ ウ1750円

タル タル ス テ ー キ3500円

SANDWICH,SPAGHETTIalldRICE

取 合 せ サ ン ドウィ ッチ700円

チ キ ン カ レー ラ イ ス600円

DESSERTS

ア イ ス ク リー ム(バ ニ ラ ・グ リー ン テ ィー)150円

コ ー ヒ 冖120円

小 コ ー ヒ ー60円

テ ン ダ ー 卩 イ ソ ス テ ー キ
の

ハ ン ハ ー ク ス テ ー キ

ス ラ イ ス トマ1

仔牛肉黄金焼

3,000円

700鬥

400円

・'卜肉 ス トロ ガ'ノ ブ 風

牛舌肉の煮込み

ス パ ゲ テ{一 ミ ー ト ソ ー ノ、

800円

900円

1,000円

チ キ ソ ピラ フ

シ ャ ー ベ ッ ト

600円

600円

紅 茶

150円

120円

ラ ンチ ・タイムには600円 ～900円 の和風定食が準備 され てお ります。 また,バ ーの方でも夕方には さ

しみ,酢 の物等の酒のさかなが用意 され好評を博 してお ります。

宴 会 用

尽 食 の 場 合

プ レ ス マ ソ ・ラ ソ チ(A) 1.200円

(カ ッ プ ・ス ー プ,魚,ポ ー ク ま た は チ キ ン,パ ン,コ ー ヒ ー)

プ レス マ ソ 。ラ ン チ(B) 1,700円

(ス ー プ,チ キ ン,ポ ー ク ま た は ビ ー フ,パ ン,コ ー ヒ ー)

ス テ ー キ ・ ラ ン チ

(カ ッ プ ・ス ー プ,ス テ ー キ,

夕 食 の 場 含

プ レス マ ソ 。デ ィナ ー(A)

コ ン ポ ー トサ ラ ダ ,パ ン,コ ー ヒ ー)

2,500円

2,500円

(オ ー ド ブ ル ま た は ス ー プ,魚 ま た は ミー ト,サ ラ グ,デ ザ ー ト,パ ン,コ ー ヒ ー)

プ レス マ ン ・デ ィナ ー(B) 3,000円

(オ ー ドブ ル ま た は ス ー プ,魚,ミ ー ト.サ ラ ダ,デ ザ ー ト,パ ン,コ ー ヒ ー)

ス テ ー キoラ ゴイ ナ ー ・・
3,500円

(オ ー ド ブ ル,ス ー プ.ス テ ー キ,サ ラ ダ'.デ ザ ー トPパ ソ.コ ー ヒ ー)

和食弁当(昼 ・夜 とも可)

幕 の 内

三 重 弁 当

1,200円 か ら

1,700円 か ら

(14)
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諸施 設 ・機 器 ・サ ー ビス提供 料金

① マ イ ク ロ フ ォ ン1本1日(1回)2,000円

②16π 畷映写 機(ス ク リー ン!とも),ス ナ レオ 用 外 部 ス ピー カ ー(2台 セ ッ ト)各lH(ll。ID3,000円

③ レ コー ドプ レー ヤ ー,録 音 機(録 辞 ・蒋 生 ・オ ー ブ ソま た は カセ ッ ト),ビ デ ナ レ コー ダ ー

(録 音 ・再 生,モ ニ ター テ レ ピ と も),テ レ ビ カ メ ラ,可 搬 型 マ イ ク ・ア ソ プ ・ス ピー カ ー

・シ ス テ ム(マ イ ク2と も) ,ワ イ ヤ レス ・マ イ ク ・ス ピ ー カ ー ・シ ス テ ム(マ イ ク2と も)

ピ ア ノ 各1日(1回)2,500円

④ 同 時 通 訳 設 備1式(調 整 ず み),ブ ー ス(マ イ ク と も),接 続 盤.操1乍 盤1まか1日(1回)6,000円

⑤ 同 時 通 訳 レ シ ー バ ー(電 池 と も,調 整 ず み)*

1個1日(1回)600円

同2口 以上使用1口500円

⑥ ダソス フロア*1日(1回)実 費

(ビ ル ・メイ ンテナ ソス作業代実費)

⑦ 組立 ステージ1口(1回)1台LOOO円

⑧ 場 内看板*実 費

⑨ 飾 花*1回 卓上3,000円 か ら

以上は,準 備ずみの機器を,会 員が 自分で操作することを原則としています。

操作を 自分で行わない場 合は,つ ぎのような費用が必要 とな ります。

⑩ 電気技術者*1人1回4時 間 まで10,000FI

同8時 間 まで151000円

放送 ミキシング.録 音,同 時通訳施設運用をカバー。

⑪ 録音代(カ セッ トテープ録音のみ受託)2,500円

⑫ ホステス出張代*1回2時 間単位 実 費

嘩印はすべて実費。その まま委託業老に支払います。

貸 室 料

ク ラ ブは,つ ぎの 料 金 で ク ラ ブ施 設 内 の 各 室 を 会 員 に お 貸 し しま す 。

料 金 は い ず れ も2時 間 単 位 で す 。 カ ッ コ内 の 料 金 は2時 闘 を超 え た 場 合 の30分 ご との 追 加 料 金 で す 。

① 大 会 議 室10,000円(2,000円)

② 小 会 議 室8,000円(1,500円)

③ 応 接 会 議 室10,000円(2,000円)

④ 宴 会 場20,000円(3,000円)

⑤ 宴 会 場 。 レス トラ ン

連 結 使 用30,0QO円(5,000円)

⑥ 言己 者 会 見 室15,000円(2,500円)

た だ し⑤ の 楊 合 は,パ ー テ ィ ー,会 食 な ど,料 理 の 注 文 を 伴 う もの に 隈 ります 。

※ 各 施 設 と も ク ラ ブ の 利 用 と して ふ さわ し い もの に か ぎ っ て お 貸 し して い ます 。

※ 利 用 申込 み 者 な らび に 請 求 書 送 付 先 は 閖 【[1として ク ラ ブ 会 員 に か ぎ りま す 。
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一
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将
来
と
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造
』
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レ
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ラ
ソ
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ニ
'
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機
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料
金

14

事
務
局
か
ら

16

一一

(
13
.ヘ
ー
ジ
か
ら
)

石
油

の
三
〇
%
程
度
を
、

み
ず
か
ら
開
発
し
た
原
油

で
供
給
す

る
と
い
う
こ
と
で
あ

っ
た
の
で
す
け
れ
ど
も
、

こ
れ

は
非
常
に

む
ず

か
し

い
と
い
う

こ
と
で
、
そ
の
考
え
は
少

し
ず

つ
変
わ
り

つ
つ
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
石
油

の
探
鉱
開
発
が
必
要
で
あ
る
、

と
い
う
考
え

は
い
ま
も
強

い
わ
け

で
す
。

一
方
、
海
外

に
出

て
石
油
を
闇
発

す
る

こ
と
は
、
非
常

に
む
ず

か
し
く
な
り
つ
つ
あ

り
ま
す
。
産

油
国

の
資
源
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
昂
揚
と
か
、

い
ろ
い
ろ
理
由

が
あ

っ
て
、
石
油
の
利
権
契
約
、
ナ
イ

ル
・
コ
ン
ト
ラ
ク
ト
の

条
件
が
悪
く
な

っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
海
外

の
石
油
開
発
も
大

切
だ
が
、
安
定
供
給

の
た
め
に
は
日
本
の
近
海
、
大
陸
ダ
ナ
の

開
発
が
大
切
で
は
な

い
か
、
と
い
う
考
え
方
が
強
ま

っ
て
お
り

ま
す
。
今
後
と
も
日
本

は
石
油
閉
発
を
進
め
る
政
策
で
あ
り
ま

す
が
、
ま
だ
投
下
さ
れ

て
い
る
資
金

の
規
模

は
、

ア
メ
リ

刀
に

比
べ
れ
ば
小
さ

い
と
思

い
ま
す
。

し
か
し
、
大
陸
ダ
ナ
の
開
発

と
か
、
東

シ
ナ
海

に
近
い
と
こ

ろ
の
開
発

に
関
し
て
は
、
次
第

に
熱
意
が
盛

り
上
が
り

つ
つ
あ

る
と
い
う
こ
と
は
い
え
る
と
思

い
ま
す
。

、攵
責
・
細
集
部

53
・5
・
aO
)

◇

様

変
り
の

”
オ

ア

シ

ス
”

今

年

の

夏

は

ク

ラ

ブ

も

暑

い

、

暑

い

!

七

月
か
ら
真
夏
日
、
熱
帯
夜
と
い
う
大
変
な
暑
さ
で
す
。
い

つ
も

の
年
な
ら
、

〃
オ
ア
シ

ス
か
の
よ
う

に
冷
涼

に
し

て
快
適

な

ク
ラ
ブ
も
、
上
着

を
着

て
い
る
の
が
苦
痛
な
状
態

に
な

っ
て

い
ま
す
。

そ

の
た
め
か
、

ク
ラ
ブ

レ
ス
ト
ラ
ン
で
は
伊
藤

チ
ー

フ
特
製

の
冷

た
い
ス
ー
プ
、

「
ビ

シ
ソ
ワ
ー
ズ
」
が
時

に
は
品
切
れ
に

な
る

よ
う
な
好
評
ぶ
り
で
す
。
当
然
、
パ
!
で
は
生
ビ

ー
ル
に

注
文

殺
到
で
す
。

ビ

ー
ル
党
に
と

っ
て
は
、
暑

い
夏
も
ま
た
良
し
か
な

で
す
が
、

な

に
せ
冷
房
の
方
が

い
く
ら

ス
パ
ー
ト
し
て
も
現
状

で
は
当
分

こ
の
酷
暑
に
は
追
い

つ
け
な

い
、
と
い
う
ビ

ル
管
理
会
祉

の
説

明

で
す
の
で
、
大
事
な
お
客

さ
ん
を
さ
れ
る
際
な
ど
は

(食
事

の
場

合
)、
冷
た
い
も

の
を
選

ぶ
な
ど
の
ご
配
慮
を

い
た
だ
き
た

い
と
存
じ
ま
す
。

異

状
な
暑
さ
の
夏

に
も
多

く
の
会
員
の
ご
利
用

に
も
、
決
し

て
負

け
な
い
よ
う
な
冷
房

シ
ス
テ
ム
に
改
良
す
る
よ
う
、
管
理

会
社

に
対
し
て
強
く
要
請

し
て
お
り
ま
す
が
、
ロp
急

に
は
ム
リ

で
す

の
で
、
よ
ろ
し
く
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

寄

贈

書

食

い
逃
げ
か
繁
栄
か
1

私
の
日
本
建
て
直
し
論

林

貞
男
会
員

新
聞
記
者
入
門

牧

内

節

男

会
員

八

月

の

行

箪

循
日

(水
)
午
後

5
時

15
分
～
6
時
15
分

A

・
B

・
ヴ

ァ
ジ
パ

イ

イ
ン
ド
外
相
記
者
会
見

記
者

会
見
室

28
日

(月
)
正
午

～
午
後

2
時

砂
田
重
民
文
相
昼
食
会

宴

会
場

29
日

(
火
)
午
後

2
時
～

3
時
30
分

『
こ
れ
か
ら
の
冂
本

の
産
業
構
造
』
林
信
太
郎
ジ

ャ
ス

コ
副
社
長

記
者
会
見
室

訃

報

楠
美
隆
之
進
会
員

(
東
奥
日
報
社
代
炎
取
締

役
会
長
)

が
、
七
月

二
十

日
、
肝
不
全

の
た
め
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

謹

ん
で
ご
冥
福

を
お
祈
り

い
た
し
ま
す
。

陀

ホ

ワ

イ

ト

・
ラ

ベ

ル

祭

り

闘

酷

暑

の
夏

は

ス

コ

ッ

チ

で

法
人
賛
助
会
員

の

ニ
ッ
カ
ウ
ヰ
ス
キ
ー
の
ご
好
意
で
、
7
月

24
日
か
ら
8
月
31
日
ま

で
、
六
、
○
○
○
円

の
ホ
ワ
イ
ト

・
ラ

ベ

ル
を
五
、
○
○
○
円

で
サ
ー
ビ
ス
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
ボ
ト
ル

・
キ
ー
プ
な
さ
れ
た
方
に
は
、
素
適

な
特
靱
…グ
ラ

ス
ま
た
は
灰
皿
を
進
呈
中

で
す
。

富

上
に
は
月
見
草
、
酷
暑

の
夏
に
は

ス
コ
ッ
チ
の
水
割
が
良

く
似
合
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
、

お
た
め
し
く
だ
さ

い
。

(16)


